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発行責任者からのレター

強靭なネットワークは、継続的な社会
や産業のデジタライゼーションの基盤です。
継続的なネットワーク刷新とカバレッジの
拡大により、毎年数億人が新しいモバイル
ブロードバンドの加入契約者になっていま
す。5Gはこれまでのどのモバイル世代より
も急速に拡大しており、2022年末までに
は 5Gの加入契約が 10億件に達すると予
測されます。いくつかの地域の通信事業者
は、モバイルブロードバンド高度化の先に
ある商機につながるイノベーションに備え、
5Gスタンドアローンネットワークの導入を
加速しています。強固なデジタルネットワー
クインフラは企業の DX計画の基盤となり、
新しい性能から新しい顧客サービスを生む
ことができます。今回のレポートで示すよう
に、通信事業者は単なる接続性からサー
ビスを実現するプラットフォームへと拡張す
ることを目指しているのです。
世界のモバイルネットワークのデータト

ラフィックは、スマートフォンの利用、モバ
イルブロードバンド、社会や産業のデジタ
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ライゼーションの継続的な成長によって、
過去 2年間で倍増しました。しかし増えて
いるのはトラフィックだけではありません。
欧州で進行中の戦争は、世界各地の地政
学的緊張の高まりとともに、対処しなけれ
ばならない一連の世界規模の経済的およ
び社会的脅威をもたらしています。またネッ
トワーキングの分野では、脅威の状況に応
じて、セキュリティを常に強化する必要が
あります。今回のレポートでもセキュリティ
について詳細に取り上げています。
エネルギー消費を削減しながら、トラ

フィックの著しい継続的な増加に対応する
ことも最優先事項です。4Gと5Gネットワー
ク構築による従来の技術の代替が進み、
世代を経るごとにネットワークの性能とエ
ネルギー効率が大幅に向上しています。

5G技術は社会の刷新に重要な役割を
果たし、エネルギー効率を向上しながら容
量の大幅な拡大を実現します。通信事業
者は革新的なネットワーク技術により、社
会や企業による CO2排出量の削減を支援

する新しいサービスを導入できます。今回
のレポートでは、4Gと 5Gの技術が IoT
接続の力を解き放ち、企業の業績と持続
可能性の両方を高めることを実現した例を
いくつかご紹介します。

この報告書が皆さんにとって魅力的で有
益なものであることを願っています。

Fredrik Jejdling 
上席副社長兼ネットワーク事業部総責任者
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予測

加入契約とトラフィックのトレンドは、私たちの予測した
とおりのパターンに大まかに従っています。旧世代が徐々に
減速または減少し、5Gとそれに関連する新技術が上昇する
トレンドにあります。少し詳しく見ると、固有の事情を抱え
ていることにより地域や国における違いが明確になります。
例えば、私たちの予測は 5Gが中心ですが、多くの地域

では依然として旧世代の技術が、接続がない人々をネット
ワークに接続してデジタル格差を埋める上で重要な役割を
果たしていることにもご注目ください。

2022年には5Gモバイル加入契約数が
10億件を突破

 10億件

2022年にスマートフォンの月間平均
使用量が15GBを超えると予測

 15GB

2022年末までにFWA接続が1億件を	
超えると予測

 1億

2021年末までに20以上の通信事業者が
公衆5G SAネットワークを稼働、この数は
2022年に倍増すると予測

2倍
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2022年に5Gモバイル
加入契約数が10億件を突破

2027年末までに5Gモバイル加入契約数
は44億件を突破すると予測しています。

通信事業者は 5Gへの移行を続けてお
り、世界で 210社を超える事業者が商用
5Gサービスを開始しています。1 5G SA
（standalone）ネットワークの導入も増加し、

2021年末には 20を超える事業者が商用
運用を開始しました。事業者が消費者向
けに導入した最も一般的な 5Gサービス
は、eMBB（enhanced mobile broadband）、
FWA（fixed wireless access）、ゲーム、AR
／ VRベースのサービスです。企業向けの
5Gサービスでは、製造業（スマートファク
トリー）、運輸業、スマートシティ、港湾が、
最も一般的な部門としてターゲットになっ
ています。
世界経済の減速とロシアのウクライナ

侵攻による不確実性が、2022年の私たち
の世界予測に一億加入程度の影響を与え、
それに応じて私たちの予測は調整されまし
た。 

入が挙げられます。
5Gは、2027年には加入契約数でモバ

イルアクセス技術の主流になるでしょう。
4Gの加入契約数は増え続けており、四

半期中に 7,000万件増加して約 49億件に
達しました。4Gは、今年 50億件のピーク
に達し、加入者が 5Gに移行するにつれて、
2027年末までに約 35億件に減少すると
現在予測されています。
この四半期中に 3G契約は 4,900万件

減少し、GSM／ EDGEのみの契約は 5,900
万件、他のテクノロジー 3は約 500万件減
少しました。
等四半期中の純増数は、中国が最も多く

（+1,600万）、次いで米国（+400万）、バ
ングラデシュ（+300万）となりました。

5G 加入契約の大幅な増加
5Gの加入契約数 2は、第 1四半期に

7,000万件増加して約 6億 2,000万件とな
り、年末までに 10億件を超えると予測し
ています。現在、5Gの普及率が最も高い
のは北米と北東アジアで、湾岸協力会議
諸国と西欧がそれに続いています。2027
年には北米が最も 5Gの普及率が高く90%
に達すると予測されます。

2027年末までに、世界中で 44億件の
5G加入契約を予測し、これは全モバイル
加入契約の 48%を占めます。2009年の
初期導入以来、5Gの加入契約数は、4G
よりも早い立ち上がりになっており、4Gよ
り2年も早く10億の加入契約数に達しよ
うとしています。主な要因としては、複数
のベンダーが 4Gのときよりもデバイスをタ
イムリーに提供し急速に価格が下落したこ
とや、中国における 5Gの大量で早期の導

図1: 無線方式ごとのモバイル加入契約数（単位: 10億）

1 GSA（2022年5月）
2 �3GPP Release 15に規定されたNR（New Radio）をサポートし、5G対応ネットワークに接続されているデバイスに関するものを5G加入契約とカウントしています。
3 主なものは、CDMA2000EVDO、TD-SCDMA、およびMobile WiMAXです。

5G加入契約数は2027年には44億に達する
見込み
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モバイル加入契約数で大半を占めるモバ
イルブロードバンド

2021年末のモバイル加入契約数は約
82億件であり、2027年末には約 91億件
に増加すると予測しています。同じ期間に、
モバイルブロードバンドの加入契約数の割
合は 84%から 93%に増加するでしょう。
一人で複数加入する重複を除外したユニー
クなモバイル加入者数は、2021年末の
61億件から、予測期間の終了時までに 67
億件に達すると予測されています。 

スマートフォンに関連する加入契約数は
増加し続けています。2021年末には、契
約数は 63億件となり、モバイル加入契約
数全体の約 77%を占めました。これは
2027年には 78億件に達すると予測され、
その時点でのモバイル契約全体の約 87%
となる見込みです。

固定ブロードバンド加入契約数は、
2027年まで年間約 4%の成長となる見込
みです 4。FWA接続は、2027年まで年間
17%の大幅な成長が見込まれています。
モバイル PCおよびタブレットの加入契約数
は緩やかに伸び、2027年には約 5億 4,000
万件に達すると予測されます。

図3: 加入契約数と加入者数 （単位: 10億）

図2: ネットワーク展開後数年間の5Gと4Gの加入契約増加の比較（単位：10億）

4 �固定ブロードバンドのユーザー数は、固定ブロードバンドの接続数の3倍以上です。これは、固定ブロードバンド接続は家庭、会社、公共のアクセススポットで加入契約が
共有されているためです。携帯電話では逆で、加入契約数がユーザー数を上回っています。

4.5

10

9

3.5

7

1.5

3

4.0

8

3.0

6

1.0

2

2.0

4

2.5

5

0.5

1

0

0

モバイル加入契約数

モバイルブロードバンドの加入契約数

スマートフォンの加入契約数

モバイル加入者数

固定ブロードバンドの加入契約数

モバイルPC及びタブレットの加入契約数

5G（2018年～2027年）

4G（2009年～2018年）

5G加入契約の立ち上がりは、4Gに
比べて早い。

0

2016 2020 20242018 2022 20262017 2021 20252019 2023 2027

4

最初の展開後の年数

2 61 53 7 8 9



6 エリクソンモビリティレポート | 2022年6月予測

地域固有の要因が加入契約の
選定パターンに影響

北米および北東アジア地域では、2021年に同様の
5G加入契約普及率に達しました。

サハラ以南のアフリカ 
この地域では、携帯電話による音声およ
びデータサービスの需要が拡大し続けてい
ます。新型コロナウイルス感染症流行直後
の 2020年から 2021年にかけて通信イン
フラへの投資が加速しました。これにはモ
バイル通信のカバレッジとFWA構築が含
まれ、通信事業者はモバイルブロードバン
ドでさらなる加入者に対応できるようにな
りました。2021年には、4Gの加入契約
数は 26%増加し、2022年も引き続き力
強い成長が見込まれます。4Gデバイスへ
の移行は、引き続き4G加入契約の普及を
促進する重要な要因であり、それがモバイ
ルデータトラフィックの増加を引き起こして
います。3Gモバイルデータトラフィックは
依然増加していますが、トラフィック増加の
大部分は 4Gであると思われます。予測期
間において、モバイルブロードバンド 2加
入契約数の合計は、モバイル加入契約数
の 78%まで増加する見込みです。

は 2021年には約 1,000万件に増加し、
2027年には約 1,000万件に増加し、2027
年には約 2億件に達すると予測されます。

湾岸協力会議（GCC）
主要な旅行先であるGCC諸国では、観
光がパンデミック前のレベルに戻り始めて
おり、ほとんどがプリペイドの季節的なモ
バイル加入契約が増加しています。2021
年には、5Gの加入契約数が 500万件増
加したものの、4Gの加入契約数は 100万
件未満の増加でした。2022年以降は、
5Gのみが加入契約数を増やすことになり
ます。2027年には総加入契約数の 80%
に相当する 6,500万件を超えると予測され
ます。従来のモバイル接続と IoTモバイル
接続の両方を成長させることによる収益化
は、通信事業者にとっての重要な短期的
優先事項であり続けます。

アフリカの主要市場でより多くの周波数
帯を利用できるようにするため、当局での
検討が進められています。これにより、特
にこれまで十分なサービスが提供されてこ
なかったルーラルエリアにおいて、人口の
大部分がモバイルサービスを利用できるよ
うになります。

中東および北アフリカ 
この地域のモバイル加入契約数の増加
は、主に成熟度の低い市場での 4Gサービ
スの普及によってもたらされています。
2021年には、4Gの加入契約数は約 5,400
万件増加しましたが、2Gと3Gは減少しま
した。一部の国では、経済や社会を変革
する手段としてデジタル化が優先されてい
ます。通信事業者は、ネットワーク性能を
改善するために広範なネットワークの近代
化と拡張を実施し、これにより、加入契約
数がさらに増加します。 5Gの加入契約数

1 中東および北アフリカのすべての値にはGCC諸国も含まれます。
2 モバイルブロードバンドには、HSPA（3G）、LTE（4G）、5G、CDMA2000ﾠEV-DO、TD-SCDMA、Mobile WiMAXの無線アクセス技術が含まれます。

図4: 地域別および無線方式別のモバイル加入契約数の割合（%）
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もう一つの焦点は、規制機関、ソリュー
ションプロバイダ、ベンダとのパートナー
シップを通じて、ネットワーク投資から価
値を引き出すことです。通信事業者は、例
えば、2022年カタールでの国際サッカー
トーナメントのようなメガイベントでの新し
いタイプのサービス提供も模索しています。

GCCの通信事業者は、モバイルブロード
バンド以外にも、IoT、金融サービス、動
画サービス、クラウドゲームなど、5Gを収
益化する幅広いサービスを目指しています。
これらはすべて、モバイル加入契約数、デー
タ消費量、サービス収入を増やす可能性が
あります。高速接続への需要が高まる中、
FWAもブロードバンド加入契約数の増加
に貢献します。5Gのユースケースが出現
するにつれ、専用ネットワークの需要も高
まると予想されます。

中欧および東欧 
この地域では、技術の採用と加入契約
の普及が西ヨーロッパよりも遅いのが一般
的です。これは、帯域割り当てプロセスが
遅いことや、より高価な加入契約へのグ
レードアップに消費者が消極的であること
が一因です。4Gは主要な技術であり、
2021年末時点で全加入契約数の 61%を
占めています。モバイル加入契約数の伸び
は横ばいとなっており、今後数年間は実質
的にゼロになると予測されます。しかし、
2G／ 3Gから 4Gへの移行は 2024年まで
は順調に進み、それ以降は 5G加入契約
数が最も多くなると予測されます。予測期
間中、3G加入契約数はモバイル加入契約
数の 32%から 3%へと大幅に減少し続け
ます。

中南米
現在この地域での主要な無線アクセス技
術は 4Gであり、2021年末時点で全加入
契約数の 3分の 2を占めています。4Gの
加入契約数の伸びは大きく、2021年には
7,000万件を超える契約が追加され、
2022年も引き続き増加すると予測されま
す。しかし、ユーザーが 4Gと 5Gに移行
するにつれて、3Gの加入契約数は急激に
減少しています。多くの通信事業者は、今
後 2年間で 3Gネットワークを廃止し、有
用な無線周波数帯を4G環境で再利用でき
るようにする予定です。

5Gの商用サービスは 7ヶ国で開始され
ており、他の 6ヶ国ではトライアルが行わ
れています。通信事業者は、ミッドバンド
（3.5GHz）およびローバンドでの 5Gの導
入を加速し、5G加入契約の普及を促進し
ています。2021年末には約 500万件の
5G加入契約があり、2023年以降はさら
に多くの加入契約が見込まれています。
2027年末までに、5Gはモバイル加入契
約の 35%を占めるようになるでしょう。

インド、ネパール、ブータン 
インドでは、モバイルブロードバンドが
政府の「デジタルインディア」構想を実現
するための基盤となっています。現在、4G
が接続性の普及を促進する主要な加入契
約タイプです。インドでは、2022年後半に
5Gネットワークの商用開始が計画されて
おり、最初の主なユースケースとなること
が期待されるのが高度化モバイルブロード
バンドです。

5G対応スマートフォンが入手しやすく、
また価格的に購入しやすくなり、また、都
市部および農村部でのスマートフォンの急
速な普及に伴い、5G加入契約数が急速に
増加し、2023年末にはこの地域で約 5,000
万件の加入契約に達する見込みです。
2027年末には同地域のモバイル加入契約
数の約 39%を占める約 5億件の加入契約
となる見込みです。加入者が 5Gに移行す
るにつれて、4Gの加入契約数は毎年減少
し、2027年には 7億件の加入契約になる
と予測されます。

東南アジアおよびオセアニア 
現在、この地域での主要な無線アクセス
技術は 4Gであり、2021年末の全加入契
約数の 48%を占めています。2021年に
は約 1億の 4G加入契約が追加され、こ
の力強い成長は 2022年も続くと予測され
ます。5Gの加入契約は 2021年末時点で
約 1,500万件であり、2022年中には倍以
上になると予測されます。今後数年間で
ネットワーク展開が進むにつれて、5Gモバ
イル加入契約数は予測期間中に 83%の
CAGRで成長し、2027年には 5億 7,000
万件に達すると予測されます。この数字は、
地域全体のその時点での 4Gの加入契約
数とほぼ同じになることでしょう。
オーストラリア、シンガポール、ニュージー

ランド、タイ、インドネシア、マレーシア、フィ
リピンを含むこの地域には、約 15の商用
5Gモバイルネットワークがあります。カン
ボジア、スリランカ、ベトナムなどの国々
でもトライアルが開始されており、この地
域における 5Gの勢いが際立っています。
モバイルサービスに加えて、オーストラリア、
インドネシア、フィリピンの通信事業者は
5G FWAサービスも開始しました。オース
トラリアでは、すべての通信事業者が、ロー
バンド、ミッドバンド、ハイバンドの組み合
わせで 5Gを導入しています。

北東アジア 
通信事業者は、5G加入契約の成長をさ

らに促進するため、5Gの導入に引き続き
積極的に投資しています。現在、通信事
業者は、サイトの追加またはローバンドで
のサービスの導入によって、全国的なカバ
レッジを改善することに焦点を当てていま
す。2021年には、4Gから 5Gの加入契約
への移行が加速したため、5Gの加入契約
数は約 2億 7,500万件増加し、力強い成
長を遂げました。5Gは成長中の唯一の加
入契約タイプであり、2023年末には 10
億件に達すると予測されます。5Gデバイス
モデルの増加に支えられた 5G加入契約の
急速な成長は、通信事業者の財務業績に
プラスの影響を与えています。中国、台湾、
韓国など主要な 5G市場の大手通信事業
者は、2021年の 5G加入者がサービス収
益とARPUにプラスの影響を与えたと報告
しています。

西欧
4Gは広く普及しており、すべての地域の
中で最も高い普及率を示しています。2G
および 3Gからの継続的な移行により、4G
の加入契約数は 7%増加し、2021年末時
点で全モバイル加入契約数の 80%を占め
ています。5Gの加入契約数の増加も大き
く、2020年の 500万件から 2021年には
3,100万件に増加しました。

4Gは、2023年以降、5Gの加入契約の
大幅な増加のために減少すると予測されま
す。5Gの加入契約数は 2023年末に約 1
億 5,000万件に達し、普及率は 2027年
末までに 82%に達すると予測されます。
多くの通信事業者は、今後数年間で3Gネッ
トワークを廃止し、4Gおよび 5G用に無線
周波数の再利用を可能にする予定です。

北米
5Gは、構築とユーザーの採用において
第 2の波に乗っています。マルチバンド5G
ネットワークにおける新しいミッドバンド周
波数（Cバンドおよび 3.45ー 3.55GHz）は、
モバイルユーザーエクスペリエンスを向上
させ、加入契約数の増加を促します。
2021年には、5Gの加入契約数が約 6,400
万件増加し、4Gから 5Gへの移行が大幅
に加速しました。5Gは成長中の唯一の加
入契約タイプであり、2023年末には 2億
5,000万件に達すると予測されます。北米
の通信事業者が提供するブロードバンドバ
ンドルの種類が増えているため、顧客は適
切な 5Gサービスを簡単に見つけることが
できます。FWAは、中小企業だけでなく
消費者向けの固定ブロードバンドオプショ
ンとしても注目を集めています。2027年ま
でには、モバイル加入契約数の 90%を占
める 4億件の 5G加入契約が見込まれてい
ます。

3 GCC諸国と同等。
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インド5Gの未来の詳細

インドの消費者と企業は5Gの展開に期待しています。経済
と社会、そして通信事業者にとって喜ばしい状況です。

インド市場の現在
インドは世界で最も急速に経済成長して
いる国の一つです。この国では eコマース、
デジタル決済、教育技術が突出したソフト
ウェア産業を発展させました。企業は、プ
ロセスを刷新するためデジタル変革に前例
のない投資を行っており、信頼性の高いネッ
トワーク接続に対するニーズが高まってい
ます。
インドの力強い成長は、ダイナミックな
モバイルサービス市場を支えています。過
去 5年間で、スマートフォンの急速な普及
と 4Gへの移行が見られました。インド、
ネパール、ブータンなどを含む地域全体で
見ると、モバイル加入契約数に占める 4G
の割合は、2016年の 9%から 2021年に
は 68%に増加しました。1 これはインドの
消費者、経済、社会に大きなプラスの影
響を与えています。固定ブロードバンドの
普及率が低いことから、新型コロナウイル
ス感染症のパンデミックの間、消費者は主
に、リモートワーク、教育、医療サービス、
ショッピングなどのサービスをモバイルブ
ロードバンドに依存しました。

インド市場の課題
インドは大きな成長の機会を提供する一
方で、通信事業者にとっては課題もありま
す。インドの通信事業者は最近、データサー
ビスの価格を上げており（2021年にモバ
イルデータの 1GBの平均価格は 0.68米ド
ルに達しました）、モバイルサービスの収
益は伸び続けていますが、通信事業者の
ARPUは低いままです。さらにインドはス
ペクトルの価格が世界的に見ても高額であ
ることから、通信事業者のインフラ投資が
制約されています。

さらにスマートフォンユーザーである回
答者の 21%が、5G対応デバイスを既に
所有していると回答しました。インドの消
費者は、5Gバンドルプランに 50%の追加
料金を支払う用意があるとも言っています。
これはこれまで ARPUが非常に低かった市
場において、収益を拡大するまたとない機
会となります。2

今後の展望
エリクソンとArthur D Littleの調査による
と、インドのモバイル通信事業者は、5G
によって 2030年までに企業顧客から 170
億米ドルの増収を得ることができます。そ
の多くは製造業、エネルギー、公益事業、
ICTおよび小売業界における 5Gの採用に
よってもたらされるでしょう。インドの企業
は、5Gがデジタル戦略にとって最も重要
な技術であると考えています。3 

5Gはまた、通信事業者が家庭用ブロー
ドバンド（5G FWA）、高度化動画、マルチ
プレーヤーモバイルゲーム、AR／ VRサー
ビスなどの新しい消費者サービスを実現し
ます。消費者は、通信事業者がサービス
のバンドルとデータ共有による料金プラン
を提供することを期待しています。

5Gは、特に農村地域や遠隔地の家庭に
ブロードバンドをもたらし、インドのデジタ
ルインクルージョンの目標を達成する上で
重要な役割を果たすことができます。FWA
を介して高速ブロードバンドへのアクセス
できるようにすることで、5Gがデジタル格
差を解消する可能性があることがトライア
ルにより実証されています。

インド地域全体では、モバイルデータト
ラフィックは過去 5年間で 15倍を超えて
増加しており（2021年に 0.8EB／月が
13EB／月に）、今後 3年間で 2倍を超え
て増加すると予測されています。予測され
るトラフィックの増加に伴い、通信事業者
は 5Gがもたらす効率の向上から大きな恩
恵を受けることでしょう。

5G の状況
インドの D o T（D e p a r t m e n t  o f 

Telecommunications）は、2022年 6月～
7月に 5Gスペクトルの競売を計画してい
ます。政府が 5Gスペクトルの競売に取り
組む一方都市部とルーラルエリアの両方の
消費者のユースケースにフォーカスして、
大手通信事業者は複数の場所で 5Gの試
験を実施しています。これには FWAによ
る地方のブロードバンド、モバイルクラウド
ゲーム、クラウド接続型ロボット、遠隔ヘ
ルスケアが含まれています。

5G の展望
5Gは、2027年末までにモバイル加入
契約のほぼ 40%（5億件）を占めると予
測されています。それまでにこの地域のス
マートフォンユーザーは 1カ月あたり平均
50GBのデータを消費すると予測されます。
5Gはまだ商用化されていませんが、イン
ドにはすでに 5Gの普及に向けた良い基盤
があります。エリクソンの調査によれば、
5Gの導入に消費者は大きな関心をもって
おり、サービス開始の初年に 4,000万人の
スマートフォンユーザーが 5Gを利用し始め
る可能性があります。

1 Ericsson Mobility Visualizer, Mobile subscriptions.
2 Ericsson ConsumerLab, 5 ways for a better 5G (May 2021).
3 Survey of Indian Enterprises、エリクソンおよびOMDIA（2022年3月）
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ブータン
ヒマラヤ山脈にある国ブータンは、南ア

ジアで初めて 5Gを導入した国の一つです。
現在は三つの都市でしか利用できません
が、ブータンの通信事業者は 5Gサービス
を全国に拡大する計画です。

5Gの導入は、ブータン政府のデジタル
格差解消の取り組みを支援すると期待され
ています。通信事業者は、AR、VR、自動
化、IoTなどの新しいサービスやユースケー
スを探求することに期待しています。5G 
FWAは、光ファイバーの敷設があまり現
実的でない遠隔地や農村地域の人々にブ
ロードバンドを提供するための鍵と考えら
れています。

ネパール
モバイルサービスはネパールの通信業

界で優位を占めています。4Gのサービス
エリアは過去 5年間で拡大し、現在では
4,100万件のモバイル加入契約の約 35%
を占めています。ネパールでは、3Gを含
めると加入契約数の 3分の 2以上がモバ
イルブロードバンド接続によるものです。4 
政府は通信事業者に対し、4Gサービスの
提供範囲を拡大し、ネットワーク品質と顧
客体験の向上に注力するよう促していま
す。
ネパールの通信事業者は 2022年に 5G

のトライアルを開始する予定です。5

4 Nepal Telecommunications Authority, MIS Report (2022).
5 The Kathmandu Post, "Nepal Telecom to begin first 5G trials from June" (January 27, 2022).

図5 インド地域の技術別モバイル加入契約数（百万件） 
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図6 インド地域のモバイルデータトラフィック（EB／月）
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　トラフィックは過去5年間で15倍以上増
加しており、今後3年間で倍以上になると予
測されます。

15倍
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2022年には1億を超える
FWA接続

調査対象となった100ヶ国以上の通信事業者の75%以上が、FWAサービス
を提供しています。これらのサービス提供者の約20%は、速度ベースの料
金プランで差別価格設定を行っています。

FWA を提供する通信事業者は 3 年で倍増
世界の通信事業者が提供する小売パッ

ケージに関するエリクソンの最新の調査 1

によると、調査対象となった 311社の通信
事業者のうち、238社が FWAサービスを
提供しており、これは世界的に見ると77%
が平均であることを意味します。通信事業
者による FWAサービスの導入は、過去 3
年間で 2倍以上になっています。 

最近の 6 ヶ月間に 5G FWA サービスを提
供する通信事業者の数が約 30% 増加 

~30%

より多くの通信事業者が 5G FWA を提供
5G FWAサービスを提供する通信事業

者の数は、最近の 6ヶ月間で 57社から
75社へと約 30%増加しています。すべて
の地域で成長が見られますが、北米で最
も大きく伸びており、調査対象の全通信事
業者の 60%が 5G FWAを提供しています。

 
  

 
   

図7: FWAサービスを提供する世界の通信
事業者の数
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速度ベースの料金プランの増加
FWAサービスの大部分（79%）は、容

量ベースの料金プラン（つまり、GB／月
のバケット）で、依然としてベストエフォー
トです。通信事業者の約 20%が（QoSと
も呼ばれる）速度ベースの料金プランを提
供しており、これは 2021年 10月の 13%
から大幅に増加しています。
速度ベースの料金プランは、一般的に、

ファイバやケーブルで配信されるような固
定ブロードバンドサービスで提供されてい
ます。これらのタイプのプランは消費者に
よく理解されており、通信事業者はブロー
ドバンド代替として FWAを完全に収益化
することができます。これらの速度ベース
のサービスの約 20%は基本的なもので、
平均的および標準的な速度が宣伝されて
います。約 80%は、100Mbps、300Mbps、
500Mbpsなどの速度階層を含む、より高
度なサービスです。5G FWAを使用してい
る通信事業者は、速度ベースのサービス
でQoS FWAを提供する傾向が強く、75社
の通信事業者のうち 26社がこの仕組みを
採用しています（35%）。速度ベースのサー
ビスはすべての地域で成長しており、最も
普及率が高いのは北米地域で、全サービ
スの 90%が速度ベースです。

全地域で FWA を提供する通信事業者が
多数登場
北米、ヨーロッパ、中東、アフリカ地

域の 80%以上の通信事業者が FWAを提
供しています。中南米およびアジア太平洋
地域では、通信事業者の 50%以上が
FWAを提供しています。北米ではすべての
通信事業者が FWAサービスを提供してい
ます。

2027 年までに FWA 接続数が倍増以上 
一部の通信事業者および規制機関は

FWA接続について報告し始めていますが、
世界的にはまだ限定的な報告しかありま
せん。エリクソン独自の調査によると、
2021年末までに 9,000万件近くの FWA
接続があり、2022年には 1億件を超える
と推定されます。この数字は 2027年まで
に倍増以上になり、ほぼ 2億 3,000万件
に達すると予測されます。これは固定ブ
ロードバンド接続の 15%に相当します。こ
の 2億 3,000万件のうち、5G FWA接続
数は 2027年までに約 1億 1,000万件に
増加すると予測されており、これは全 FWA
接続数のほぼ半分に相当します。

FWA のデータトラフィックはほぼ 5 倍に
増加すると予測 

FWAデータトラフィックは 2021年末ま
でに世界のモバイルネットワークデータトラ
フィックのほぼ 20%を占め、2027年には
ほぼ5倍の86EBに達すると予測されます。 

通信事業者の約20%は、FWAを速度ベー
スの料金プランで収益化しています。

~20%

図9 FWA接続（百万）

FWA の定義 
FWAとは、モバイルネットワーク対
応の C P E（c u s to m e r p re m i s e s 
equipment）を介して主たるブロード
バンドアクセスを提供する接続です。
これには、屋内（机上や窓）や屋外（屋
上や壁掛け）など、CPEのさまざま
な形態が含まれます。携帯型の充電
式Wi-Fiルータやドングルは含まれ
ません。 

図10 世界のモバイルネットワークデータトラフィック（EB／月）
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ミッドティアのスマート
フォンが5Gを主流に

益々地歩を固めたミッドティアデバイスは、成熟しつつある
5Gエコシステムを反映しています。

5G の採用継続
•	 650を超える 5Gスマートフォンモデルが
発売されており、フォームファクター別で
は全5Gデバイスの50%を占めています。

•	 5Gデバイスの出荷台数は 2021年には
2020年の倍以上に増加し、6億 1,500
万台を超えました。

•	 3CC NRキャリアアグリゲーションを含む
スマートフォンの SA対応に、より大きな
焦点が当てられています。
•	 世界のスマートフォン出荷台数は 2021
年には 2020年比で 6%増加しました。
1 地政学的要因、継続するサプライチェー
ンの制約、中国における COVID-19の
状況などから、2022年にはさらなる制
限が生じるでしょう。
•	 スマートフォンや他の 5Gスマートデバイ
スに接続された周辺機器としての XR
（extended reality）グラス、ヘッドセット、
ヘッドアップディスプレイについて、中期
的には XRのユースケースに楽観的な見
通しがあります。

2022 年のデバイス
予想どおり、2022年にこれまで導入さ

れたデバイスは機能改善が見られます。SA
向けに 2から 3の NRキャリアに拡張され
たキャリアアグリゲーション、NRデュアルコ
ネクティビティ、上りリンクの機能改善が含
まれます。SAにフォーカスしたトレンドは明
らかです。デバイス機能の向上に加えて、ミッ
ドティアの価格帯でより幅広い 5Gスマート
フォンモデルが利用できるようになりまし
た。2つまり5Gスマートフォンがより多くの
市場セグメントでますます手頃な価格になっ
ているのです。
これはローエンドの価格帯で 5Gデバイ

スの価格破壊が起こっていることを示してい
ます。サプライ、インフレ、グローバル化の
課題の影響を受けて、120米ドルという最
低価格がしばらくの間提示されています。

将来の 5G ユースケース
最新のMobile World Congressは、XRの

デモであふれていました。最大遅延時間、
つまり上限のコミットメントとネットワークス
ライシングを組み合わせることで、デバイス
を利用した新しいユースケースが可能にな
り、新しいイノベーションが生まれます。XR
グラスは今後数年間、コンパニオンデバイス
を介して接続されるため、スマートフォンは
一般的に予測されているよりも長い間、この
イノベーションの一端を担うことでしょう。最
初のデバイスが市場に投入され始めており、
今年中にさらに増える見込みです。

2024年には、デバイス内の受信機の要

件が緩和された最初の RedCap（Reduced 
Capability）デバイスが利用可能になり、標
準 NRに比べてコストを削減できるようにな
ります。RedCapデバイスは、現在の NR仕
様に向いていないユースケースに対応する
ため、NRデバイスエコシステムを拡張でき
ます。これにはウェアラブル、産業用無線
センサー、動画監視などが含まれます。

5G SA ネットワークの導入が増加
　2021年末までに 20社を超える通信事業
者がミッドバンドとローバンドで公衆 5G SA
ネットワークサービスを開始しました。5G 
SAの詳細は 20ページをご参照ください。

1 IDC Worldwide Quarterly Mobile Phone Tracker. 
2 ここでいうミッドティアデバイスとは、300～700米ドルで販売されている5G対応スマートフォンのことです。
3 準備状況とは、複数のインフラベンダーとデバイスベンダーの準備ができていることを意味します。
4 5G NRのFR1（Frequency Range 1）は、7.125GHz未満の周波数帯を示します。

図11 5G技術市場の準備状況3
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2021年にマッシブIoTが
大幅に成長

マッシブIoT技術のNB-IoTとCat-Mは、
多数の低複雑度、低コスト、長いバッテリ
寿命、低スループットのデバイスが関わる
広域ユースケースで主に構成され、世界中
で展開され続けています。2Gと3Gを介し
て接続される IoTデバイスの数は 2019年
以降ゆっくりと減少しており、自然と
NB-IoTと Cat-Mが後継技術となります。
これらのマッシブ IoT技術によって接続さ
れるデバイスの数は、2021年には約 80%
増加し、3億 3,000万台近くに達しました。

NB-IoTや Cat-M技術で接続された IoT
デバイスの数は、2023年には 2G／ 3G
で接続された IoTデバイスを上回り、2027
年にはブロードバンド IoTを上回り、全モ
バイル IoT接続の 51%を占めることにな
ると予測されます。マッシブ IoT技術の成
長は、周波数共用を介して FDD帯域の
4Gおよび 5Gとマッシブ IoTの共存を可能
にする最近追加されたネットワーク機能に
よって強化されます。

NB-IoTネットワークは約 124社の通信
事業者、Cat-Mは約 55社の通信事業者
が商用化しています。1 これらの技術は相
互補完的であり、両技術を導入している通
信事業者は約 40社となっています。

2021年には、ブロードバンド IoT（4G
／ 5G）が、セルラー IoT接続機器の中で
最も大きなシェアを占める接続技術とし
て、2G及び 3Gを上回り、全接続の 44%
を占めています。ブロードバンド IoTは、
主に高スループット、低遅延時間、大容量
データを必要とする広域ユースケースを含
みます。2027年末までに、セルラー IoT
接続の 40%がブロードバンド IoTとなり、
その大半が 4G接続となるでしょう。5G NR
が新旧の周波数帯で導入されると、このセ
グメントのスループットデータレートは大幅
に増加します。
セルラー IoT接続数では北東アジアが

最も多く、2022年には 15億に達すると予
測されます。この地域は、2027年には全
セルラー IoT接続の 60%を占めると言わ
れています。

図 12: IoT 接続数（単位 : 10 億）

2023年には、NB-IoTやCat-M技術で接続されたIoTデバイスの数
が、2G／3Gで接続されたIoTデバイスの数を上回ると予測されます。

図13: セグメント別／技術別のセルラー IoT接続（単位: 10億）

1 GSA（2022年5月）
2 これらの数値は、広域IoTの数値にも含まれています。
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VoLTEからVoNRへの
通信サービスの拡充

高品質の4G、5G音声、その他の通信サービスは、 
引き続き成長軌道に乗っていきます。

VoLTE は成長し続けます
通信事業者は、引き続き IMS（IP 

Multimedia Subsystem）を使用して、4G
および 5Gのスマートフォンやその他のス
マートデバイス向けのモバイル音声サービ
スに対応します。VoLTE（Voice over LTE）
は現在までに 280以上のネットワークで商
用化されています。今般、5G SAネットワー
ク用の音声アプリケーションである VoNR
（Voice over New Radio）が開始されました。

IMSを活用した音声サービスの加入契
約数は、2022年末には 46億件を超え、
2027年末には 70億件近くに達する見込
みです。これはその時点での 4Gと 5Gの
合計加入契約数の約 90%に相当します。
これは、2Gまたは 3Gを必要とする CSFB
（Circuit-Switched Fallback）の陳腐化が進
んでいることが一因です。

最初に導入される商用 VoNR サービス
IMSは、CSFBに対応しない 5G SAネッ

トワーク用の標準音声プラットフォームで
す。5G音声サービスは、LTE NRデュアル
コネクティビティ、EPS（Evolved Packet 
System）フォールバック、VoNRなど、5Gネッ
トワークでさまざまなアプリケーションを使
用して展開できます。これらは、5Gカバレッ
ジ構築のさまざまなフェーズで使用されま
す。全国的に 5G SAが展開されると、
VoNRだけが使用されることになります。
最初の EPSフォールバック音声対応ネット
ワークは、北米、アジア太平洋、ヨーロッ
パで運用されています。VoNRおよび 5G
ビデオコールについては、ネットワークイン
フラおよびデバイスとの相互運用性テスト
が完了し、最初の VoNRサービスを展開す
る準備が整っています。

く普及し始め、現在では欧州市場も追随し
ています。

5Gのミッションクリティカルな通信が
3GPP標準で完成すれば、低遅延時間と
大容量ブロードバンドのユースケースを追
加できるようになります。

デバイスのアベイラビリティとユースケー
スの展開

650を超える音声対応 5Gスマートフォ
ンモデルが販売されています。これらのス
マートフォンの多くが 5G NSAネットワーク
に対応し、急速に成長している他のスマー
トフォンは 5G SAに対応しています。すべ
ての 5G SAスマートフォンが音声用に IMS
に対応しています。その他のデバイスとし
て、FWA機能を備えた屋内および屋外の
顧客構内機器があります。

IMSを活用した新しい音声ユースケース
には、マルチデバイスネットワーク機能が
含まれ、電話、スマートウォッチ、スマート
スピーカー、自動車などの複数のデバイス
を同じ電話番号に結びつけます。100を超
えるネットワークが、VoLTEワンナンバサー
ビス付きのセルラスマートウォッチに対応し
ています。

北米の動きを追う欧州
IMS上に構築されたアプリケーション

は、公共安全組織、ユーティリティ、およ
びローカルプライベート4Gネットワーク向
けのミッションクリティカル Push-to-Talk
サービスを可能にします。これは北米で広

ネットワークおよびデバイス統計情報の出典:GSAおよびGSMA （2022年3月）

VoLTEの加入契約数は2022年末までに46
億件を超えると予測されます。
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過去2年間でモバイルネット
ワークトラフィックが倍増

2021年第 4四半期から 2022年第 1
四半期の間の四半期毎のモバイルネット
ワークデータトラフィックの増加は約 10%
でした。全世界の月間モバイルネットワー
クデータトラフィックの合計は約 93EBに達
しました。絶対数で見ると、これはわずか
（2020年第 1四半期から）2年間でトラ
フィックが倍増したことを意味します。

長期的に見ると、トラフィック 1の増加
は、スマートフォンの加入契約数の増加と
加入契約あたりの平均データ量の増加の
両方からもたらされており、主に動画コン
テンツの視聴の増加によって促進されてい
ます。図 15は、2015年第 1四半期から
2022年第 1四半期までの全世界における
月ごとのネットワークデータトラフィックの
増分と合計、またモバイルネットワークデー
タトラフィックの年ごとの増加率の変化を示
したものです。

モバイルネットワークデータトラフィックは、2021年第1
四半期から2022年第1四半期で40%増加しました。

1 トラフィックにはDVB-H、Wi-Fi、モバイルWiMAXは含まれていません。

出典: エリクソンによるトラフィック測定（2022年第1四半期） 
注：モバイルネットワークデータトラフィックには、FWAサービスで生成されたトラフィックも含まれます。

図15 全世界のモバイルネットワークデータトラフィックと前年比増加率（EB／月）
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モバイルデータトラフィックの
5Gシェア拡大

好調を維持するスマートフォンの普及と動画視聴がモバイル
データトラフィックを引き上げており、2021年には 5Gが全体
の約 10%を占めています。

世界の総モバイルデータトラフィック
（FWAで生成されたトラフィックを除く）の
合計は、2021年末には月あたり67EBに
達し、2027年には約 4.2倍に増加し、月
あたり282EBに達する見込みです。FWA
を含めると、総モバイルネットワークトラ
フィックの合計は、2021年末時点で月あ
たり約 84EBに達し、2027年の終わりに
は月あたり368EBに達すると予測されま
す。2027年までのトラフィック増加には、
AR、VR、MR（Mixed Reality） な ど の
XRタイプサービスの初期取り込みが予測
期間の後半に発生するという想定が含ま
れています。XRの導入が予想よりも大き
な場合、予測期間の終わりに向かって、（特
に上りリンクで）データトラフィックが現在
の予想よりもさらに増加する可能性があり
ます。動画トラフィックは現在モバイルデー
タトラフィックの 69%を占めると推定され
ますが、2027年には 79%に成長すると
予測されています。

力会議諸国ではスマートフォン 1台あたり
22GBという差に反映されています。世界
のスマートフォン 1台あたりの月間平均使
用量は 2021年末には 12GBで、2027年
末までには 40GBに達すると予測されて
います。

北米でのデータ増加を促進すると期待さ
れる新しいサービス
北米のスマートフォン 1台あたりの月平

均モバイルデータ使用量は、2027年に
52GBに達すると見込まれています。無制
限のデータプランと 5Gのネットワークカ
バレッジと容量の改善により、5Gへの新
規加入者数がますます増えています。XR
や動画ベースの新しいアプリの普及に合
わせて、1分あたりに発生するデータトラ
フィックは大幅に増加することが予想され
ます。これは、ビデオ解像度の向上、上
りリンクトラフィックの増加、クラウドコン
ピューティングリソースにオフロードされる
デバイスからのデータ量の増加によるもの
です。2027年には、北米での 5G加入の
普及率は 90%で、あらゆる地域の中で最
も高くなる見通しです。

早期に 5Gを開始した人口の多い市場
が予測期間の間、トラフィックの成長をリー
ドするでしょう。5Gのモバイルデータトラ
フィックは 2021年には約 10%だったも
のの、2027年には 60%に成長すると予
測されています。 

地域により異なるトラフィック成長 
トラフィックの成長は年によって、また

地域市場の状況と国によって大きく異なり
ます。世界的に見れば、スマートフォンあ
たりのモバイルデータトラフィックの成長
には三つの主要な要因があります。すな
わちデバイス能力の改善、データ量の多
いコンテンツの増加、および展開された
ネットワークの性能向上に起因するデータ
消費量の増加です。
たとえばこれらの違いは、2021年でサ

ハラ以南のアフリカ地域ではスマートフォ
ン 1台あたりの月間平均モバイルデータ
使用量が 3GBであったのに対し、湾岸協

世界的に見れば、2022年にはスマートフォ
ンの月間平均使用量が15GBを超えると予
測されています。

 15GB

図16：世界のモバイルネットワークデータトラフィック（EB／月）

400

FWA（3G／4G／5G） モバイルデータ（5G）

2016 2020 20242018 2022 20262017 2021 20252019 2023 2027

モバイルデータ（2G／3G／4G）

200

300

100

350

150

250

50

0



17 エリクソンモビリティレポート | 2022年6月予測

中東および
北アフリカ1 10 45 28%

20 50 16%
インド、ネパール、
ブータン

22 50 15%GCC

12 40 22%世界平均

西欧のサービス利用とトラフィックの増
加は、北米で予想されるものと同様のパ
ターンを辿るでしょう。市場が細分化され
た状況のため、5Gの大規模市場の形成は
やや遅れています。しかし、2027年まで
には、スマートフォン 1台あたりのトラフィッ
ク利用量は月間 52GBになると見込まれ、
この時期の北米の数字に近いものになりま
す。

北東アジアの全世界におけるモバイル
データトラフィックに占める割合は、2027
年には約 30%になると予測されています。
この地域の 5G加入者は現在、4G加入者
の平均 2～ 3倍のデータ量を使用していま
す。4G加入者が 5Gに移行するにつれて、
スマートフォン 1台あたりの平均モバイル
データトラフィックは増加します。動画が支
配的なトラフィックタイプです。たとえば韓
国では、2019年に 5Gサービスが導入さ
れて以来、動画トラフィックの割合が 6%
増加しています。通信事業者は、高解像
度動画や XRサービスなどの新しい動画
サービスの導入により、トラフィックがさら
に増加すると予想しています。

中東および北アフリカ地域では、4Gネッ
トワークへの移行が続く中、より手頃な価
格の 4Gデバイスやデータパッケージの提
供と相まって、データトラフィックの増加が
続くと見込まれます。スマートフォン 1台あ
たりの平均データトラフィックは、2027年
には 1か月あたり約 45GBになると予想さ
れます。

湾岸協力会議（GCC）諸国では、特に
ARPUの高い市場において、5Gデバイス
が利用でき比較的安価であることから、ス
マートフォンデータトラフィックが 5Gトラ
フィックでますます引き上げられるでしょう。
5G事業者の収益化計画では、eMBBを利
用するサービスを無数に生み出し、データ

トラフィックの成長をさらに促進します。予
測期間の終わりまでに、月平均約 50GB
に達すると見込まれます。

サハラ以南のアフリカでは、モバイルブ
ロードバンドに対応したデバイスがより利
用しやすくなるため、データトラフィックは
引き続き増加することが想定されています。
これは、手頃な価格プランや地域の一部で
通信事業者への補助金が増加しているた
めです。南アフリカやケニアなどの市場で
は、最近の周波数割当により、通信事業
者が 3Gや 4Gネットワークのカバレッジと
容量を拡大できるようになり、データトラ
フィックの増加につながると予測されます。
3Gモバイルデータトラフィックは依然増加
していますが、トラフィック増加の大部分は
4Gネットワークであると思われます。スマー
トフォン 1台あたりの平均データトラフィッ
クは、予測期間中に 1か月あたり11GB
に達すると予想されます。 

インド、ネパール、ブータンではロック
ダウンの波が続く中、私生活でも仕事でも
接続を維持するために、人々はモバイル
ネットワークに依存してきました。今年イン
ドの通信事業者が 5G立ち上げを準備をす
る中、モバイルネットワークは社会的、経
済的な格差是正を推進する上で中心的な
役割を果たし続けています。
インド地域の総モバイルデータトラフィッ

クの合計は、2021年から 2027年の間に
4倍に増加すると推定されています。これ
は、スマートフォンの利用者数が大幅に増
加することと、スマートフォン 1台当たりの
平均使用量が増加することによるもので
す。インド地域のスマートフォン 1台あたり
の平均データトラフィックは、世界で 2番
目の多さです。2021年の月間 20GBから
2027 年には月間約 50GB に増加し、
CAGRにして 16%になると予測されます。

東南アジアおよびオセアニアでは、ス
マートフォン 1台あたりのモバイルデータト
ラフィックは力強い成長を続けており、
2027年には月あたり約 45GBに達し、
CAGRにして 30%になると予測されます。
2021年から 2027年の間に、総モバイル
データトラフィックの合計は約 6倍に増加
すると予測されます。これは、いくつかの
市場において 4G加入契約の継続的な力
強い成長と、5G加入への移行増加による
ものです。5Gの普及拡大と新しいXRサー
ビスにより、2027年までの予測期間後半
にトラフィックの増加が進むと予想されま
す。

中南米は予測期間中、東南アジアおよ
びオセアニアと同様の傾向を辿ると予想さ
れますが、スマートフォン 1台あたりのデー
タトラフィックの成長率は国によって大きな
差があります。トラフィックの成長は 4Gの
カバレッジ拡大および継続的に大きな利用
意向（そして最終的には 5G）によってもた
らされるものであり、スマートフォンへの加
入とスマートフォン 1台あたりの平均デー
タ利用量の増加に密接に関係しています。
スマートフォン 1台あたりの平均データトラ
フィックは 2027年には月間 34GBに達す
ると見込まれます。

中欧および東欧では、2024年までに
2Gや 3Gの加入者が 4Gに移行することで
成長が促進し、5Gが前世代を抜いて最も
加入契約に貢献する技術になると予想さ
れます。予測期間を通して、スマートフォン
1台あたりの月間平均データトラフィックは
10GBから約 32GBに増加すると予測して
います。 
なお、地域平均よりも月間消費量が大

幅に多い国や通信事業者があるため、す
べての地域内で月間データ消費量に大き
なばらつきがあることを念頭に置く必要が
あります。

10 32 22%中欧および東欧
5
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北米 15 52 24%

15 52 23%西欧

14 43 21%北東アジア

中南米 7.9 34 28%

9.4 45 30%東南アジアおよび
オセアニア

サハラ以南のアフリカ 2.9 11 25%

図17：スマートフォン1台あたりのモバイルデータトラフィック（GB／月）

1 中東および北アフリカのすべての値にはGCC諸国も含まれます。
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5G 提供の加速化

「データバケットモデル」が最も一般的な加入タイプである一方で、
通信事業者はサービスの普及を促すために、ゲーム、ストリーミング、
スピードで階層化したオプションを含むパッケージの提供を増やして
います。

これらの条件を適用している通信事業
者の90%以上が5Gを開始しています。「無
制限」として販売されているパッケージに
制限を設けるのは、直感的に理解しにくい
かもしれません。しかしこの種のパッケー
ジがもたらすいくつかの課題が明確になっ
ています。特に 5Gの提供するスループット
は、特定用途の使用量が毎月数千 GBで
はないにしても、数百 GBに達する可能性
があります。

サービスベースのオプションの増加
サービスベースの接続モデルは変化を

遂げようとしています。何らかののサービ
スベースの接続を提供する通信事業者の
総数は増え続けています。一方、ゲームや
動画、音楽ストリーミングなど、データ集
約型をねらいとしたサービスの数はやや減
少しています。ただし、通信事業者の多く
はパッケージを改良しているようです。

世界中のモバイル通信事業者 311社が
提供する小売パッケージに関するエリクソ
ンの最新の調査 1によると、サービスパッ
ケージの種類は以前の調査と変わらない
ものの、消費者が利用できるオプションの
ラインナップを拡大している通信事業者が
増えています。しかし、最も一般的なバリ
エーションは一様なので、既存のテーマの
違いにイノベーションが多く見られます。
データバケットは、ほぼすべての通信事

業者（99%）において引き続きデフォルト
のサービスです。一般的なアプローチでは、
ハイエンドで「サービスベースの接続パッ
ク」または無制限のオプションで補完して
います。
調査対象となった通信事業者の 40%近

くが、プレミアムパッケージでデータ容量を
無制限にしています。しかし、これらのサー
ビスを使用する際は、テザリングを許可し
ない、IoTデバイスの使用を制限するといっ
た利用条件がより一般的になりつつありま
す。

1 2022年4月

図18 消費者によるカスタム・サービス・パッケージの作成例

ゲーム

アドオンパック
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主要な知見

•	 消費者の利用階層を上げさせよう
と、5G 通信事業者の 17.5% は現
在、利用量別や無制限の加入契約
とともにデータ速度別料金を導入
しています。

•	 サービスベースの接続パックは、
サブスクリプション購入の一部に統
合されています。

•	 通信事業者の 45% は、5G 加入契
約と 5G デバイスに消費者を引き
付けるために、リッチメディアそし
て今やクラウドゲーミングを利用し
ています。
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以前は、アドオンパックは別ウェブサイト
「タブ」で見つかることが多く、消費者の多
くが気付かないリスクがありました。現在
では、アドオンパックに対して多くの通信事
業者がサブスクリプションの選択プロセス
に不可欠な要素としています。バケットサイ
ズ（と速度階層）を選択したら、「動画パッ
ク」や「教育パック」などの追加機能を選
んでクリックして追加します（図18を参照）。
選択した特定のサービスクラスで使用でき
る追加の GB、あるいは無制限使用が提供
されるため、基本バケットを使い果たすこ
となく利用できます。サービスベースの接
続パックでは、特定のサービスに対しての
み使用できるGBまたは時間（無制限の場
合もあり）が提供されるため、基本サブス
クリプションのデータは消費されません。
一般的にこれらのサービスは、ビデオスト
リーミングやビデオ会議、クラウドゲームな
どのデータ集約型サービスを対象としてい
ます。このサービスでは接続性のみを提供
します。そのため、サービスのサブスクリプ
ションは別途購入する必要があります。
パンデミックの初期には、特定のサービ

スベースの接続パッケージがいくつかの市
場で提供され、「仕事および教育パック」
と呼ばれることもありました。これらのパッ
ケージは通常、ビデオ会議サービス、スト
リーミング、オフィスソフトウェアスイート、
およびWebブラウジングの組み合わせで
使用されるため、割引して GBを提供して
いました。
この種のパッケージは特に所得水準の

低い市場、主に東南アジアおよび東欧で現
在かなり一般的になっています。

5G に対するプレミアム料金の設定
5Gを提供するネットワークの数は増え

続けており、調査対象の通信事業者の
50%近くが現在、スマートフォン向けに 5G
を提供しています。このうち35%は 5Gサー
ビスにプレミアム料金を課しています。4G
に対する平均価格プレミアムは約 11%で
す。

消費者にインセンティブを与えるための速
度階層の利用 

FWAを提供する通信事業者のかなりの
割合は、市場をセグメント化し、消費者を
高価格層に移行させるために速度階層
（QoS）を使用しています。5G通信事業者
は同様に、スマートフォンの速度階層を利
用して付加価値をもたらそうとしています。
4Gサービス向けの速度階層を提供してい
る通信事業者もありますが、5Gが実現で
きる速度の幅の方が広いため、このような
サービスを魅力的なものにしています。5G
通信事業者の18%近くが、セグメンテーショ
ンツールとして速度を利用しています。
しかし西欧では、この割合は 30%近く

に達しています。速度階層を使用している
通信事業者の多く（60%）は、バケットと
無制限パッケージの両方と組み合わせて速
度階層を使用しています。多くの場合、同
価格帯の高速でデータ使用量に制限があ
るパッケージか、低速でトラフィックは無制
限のパッケージを消費者が選べるという形
で速度を利用します。また、単純に最も高
価なプランで最高の速度を提供するものも
あります。興味深いやや特殊な例として、
消費者が二つのプレミアムパッケージ
（15GBのバケットまたは無制限データ）と、
三つの速度階層（15Mbps、150Mbps、
1Gbps）を価格別で選べる通信事業者があ
ります。

ゲームで消費者の 5G 加入を誘引
これまでのところ、クラウドゲームサー

ビスはもっぱら 5Gパッケージと一緒に提
供開始されており、調査時点で 35社の通
信事業者が提供しています。一般的に、ク
ラウドゲームのハードウェア・アクセラレー
ション・プラットフォームを提供するパート
ナー企業がこれらのサービスを開発し、通
信事業者がパッケージ化して販売します。
これは多くの場合、収益分配モデルにより
通信事業者が何らかの形で「キャリアビリ
ング」を実装することで実現できます。
通信事業者の約 5社に 1社は、この手

法をさらに一歩進め、ゲームユーザーを対
象とした特別な接続パッケージを作成して
います。これらは、アドオンパッケージとし
て販売される無制限または時間制限付き
のゲームを提供するサービスベースの接続
パックとして設計されています。これにより、
消費者は通常のバケットからデータを消費
することなく、クラウドベースのゲームをプ
レイできるようになります。
これまでのところ、調査対象となった通

信事業者の中で唯一 1社が、すべてのゲー
マーのイライラの元となる「遅延」をターゲッ
トにしたパッケージを作成しています。この
会社は、ゲーマーの注目を集めて 5Gが実
現する低遅延特性を際立たせる方法として、
「プライオリティ」や「ネットワークリソース
を増やしてゲーム中の遅延を撃破」といっ
たマーケティング用語を使用しています。
速度階層の使用や、ゲームなどの新し

い高度なサービス以外に、人気のストリー
ミングサービスをセットにして販売するのが
一般的です。5G通信事業者の約 45%は、
より高額なサービスにおいてさまざまな形
でこのようなセット販売を行っています。つ
まり、4Gと比較して付加価値を提供する
ために、5G加入契約の提供方式を差別化
する取り組みが増えているのです。
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5G SAの導入、eMBBから
次の段階へ 

5G SAの導入による新しいサービスと
ビジネスモデルへの道

5G の可能性を最大限に引き出す
商用に出回っている 5Gネットワークの

圧倒的多数において、シグナリング用に既
存の 4G 無線アクセスと EPC（Evolved 
Packet Core）ネットワークを使用するNR 
NSA技術を利用しています。しかし、クリティ
カル IoTや企業・産業オートメーションの
ユースケースの多くは、5G NR SAと5Gコ
アアーキテクチャーでしか実現できません。
5G SAアーキテクチャーでは、自動化され
たエンドツーエンドのネットワークスライシ
ングが容易に実現され、複数の顧客セグメ
ントに対して個別に QoS、セキュリティ、
柔軟性が保証されます。5G SAコアは柔軟
でプログラム可能なプラットフォームであ
り、顧客固有の要件に基づいてサービスを
柔軟に設計できます。

5Gコアはクラウドネイティブな技術を使
用して構築されているため、アップグレー
ドや新機能をよりコスト効率よく導入でき、
提供中サービスに影響を与えることもあり
ません。新しいネットワーク機能を追加し、
容量を迅速に拡張し、サービス中のソフト
ウェアのアップグレードを実行できるため、
通信事業者は、接続のための新しいサー
ビスを自動化とカスタマイズ込みで、数日
から数週間ではなく、数時間で作成して導
入できます。5Gコアにより、通信事業者
はより優れたネットワークスライシングを提
供し、エンドツーエンドの SLA（service-level 
agreements）を顧客に販売できるようにな
ります。5Gコアで導入されたサービスエク
スポージャー機能とトラフィックステアリン
グ機能により、サービス差別化のための追
加ツールを提供できます。エッジコンピュー
ティングのサポートにより、エッジでトラ
フィックを動的にブレークアウトするするこ
とでユーザプレーン機能の分散が可能にな
ります。遅延時間の削減とサービスの信頼
性向上により、エンドユーザーのサービス
体験が向上します。

5G SA デバイスのアベイラビリティが拡大
5G SA対応デバイスがますます利用可

能になっており、発表された 5Gデバイス
の半数以上を占めています。中国では、
5G SAのみのネットワークへの移行が急速
に進んでいます。

いくつかの市場では、5G SAネットワー
クを導入する先進的な通信事業者が増え
ています。2021年末までに、20社を超え
る事業者が中・低帯域で 5G SAネットワー
クを立ち上げています 1。2022年にはより
多くの通信事業者が 5G NR SAと5Gコア
ネットワークを導入するため、事業者数は
倍増すると予想されています。5G SAを最
初に立ち上げたのは中国と北米で、その
後、オーストラリア、日本、韓国、シンガポー
ル、タイ、ドイツ、フィンランドなどの市場
で商用サービスが開始されました。5G SA
ネットワークの利点と可能性を最大限に活
用できる通信事業者は、大きな競争優位
性を獲得できます。SAアーキテクチャーが
実現する新しい差別化サービスに対して一
貫したユーザー体験を提供するために、連
続的なカバレッジを備えた 5G SAミッドバ
ンド（TDD）の導入が重要です。

1 GSA、2022年1月。

図20：5G SAの商用展開と市場での試行が増加

出典: エリクソンによるOoklaR Speedtest IntelligenceRの2021年10月～2022年4月のデータ分析に基づきます。
注釈：サンプルには、5G SAネットワークに接続するiOSおよびAndroidスマートフォンが含まれます。サンプル密度
は市場によって異なり、5G SAがより広範に展開されている市場と、主にトライアルや試験が行われている市場の
違いを反映しています。

キーインサイト

•	 E5G SA アーキテクチャの早期展開
により、市場をリードする野心を抱
く通信事業者（フロントランナー）
は先行者利益が得られます。

•	 一般的に、 通信事業者が 5G SA
アーキテクチャを導入するための
重要な要素は次のとおりです。

	 –	収益拡大のための新しいビジネ
スチャンスを創出する基盤とし
て、ネットワークを新たなサービ
ス提供システムに変革すること
が急務であるとの認識

	 –	新しい運用モデル、ビジネス戦
略、サービスイノベーションに関
連する学習曲線の障壁を克服す
る必要性
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中国では、2020年初頭から 5Gデバイ
スの SA対応が必須となっており、2021年
2月以降、新規および既存の 5Gデバイス
は「デフォルトでSA」となっています。5Gネッ
トワークトラフィックは、5G加入者が継続
的に増えていることに加えて、以前は 4G
ネットワークで生成されたトラフィックの一
部が 5G NRに移行することによって増加し
ました。
デバイスのエコシステムでは、市販のス

マートフォン上で複数のネットワークスライ
スのサポートも開発されています。エンド
ユーザーには、たとえば、一般的なモバイ
ルブロードバンドトラフィック用に一つのス

ライス、ゲームなどのサービス用に別のス
ライス、ビデオ会議やコラボレーションなど
の企業アプリケーション用に一つ以上のス
ライスを使用して、個別にパーソナルプロ
ファイルと仕事用プロファイルを設定する
など、差別化されたサービスを提供できま
す。この機能は、5G SAアーキテクチャー
でしかサポートされません。

ネットワークとビジネス変革の必要性
5G SAネットワークをすでに提供してい

る通信事業者は全体として、ビジネス、ネッ
トワーク技術、運用上の一連の推進要因を
フィードバックとして協調しています。共通

の推進要因として、収益拡大のための新し
いビジネスチャンスを創出する基盤として、
ネットワークを新たなサービス提供システ
ムに変革することが急務であるとの認識が
挙げられます。もう一つの推進要因として
重要なことは、新しい運用モデル、ビジネ
ス戦略、サービスイノベーションに関連す
る学習曲線の障壁を克服することです。5G 
SAアーキテクチャーの早期導入により、市
場をリードする野心を抱く通信事業者（フ
ロントランナー）は先行者利益が得られま
す。競合他社より進化に遅れる通信事業者
は、この重大な変革に後れを取る恐れが
あります。

2 その他の利点として、セキュリティの強化（高度な暗号化とID保護）、運用の合理化、サービスのアジリティなどが挙げられます。

図21：5G SAの主な利点2

通信事業者が 5G SA アーキテクチャーを導入するための重要な推進要因
ビジネスドライバー :
•	 市場リーダーと見られたいという野心
•	 ビットパイプ提供の枠を超えてサービ
スクリエイターになる機会
•	 幅広い潜在的ビジネスチャンス（企業、
消費者、行政、社会）への対応
•	 増収のための市場シェアの拡大および
新たな顧客セグメントとユースケース
への対応

•	 5G技術による革新的サービスの開発
加速
•	 現実のシナリオで新しいビジネスチャ
ンスを迅速に検証
•	 ハンドオーバーによる中断時間の短
縮、低遅延化、ビットレートの向上に
よるネットワーク応答の高速化など、

顧客のモバイルブロードバンド体験の
向上 

ネットワーク技術と運用面のドライバー :
•	 高信頼性と遅延要件の厳しい、あるい
は最小帯域幅の保証を必要とするアプ
リケーションのサポートのための自動
化されたエンドツーエンドのネットワー
クスライシングの導入

•	 5G SAでのみ可能な新しいユースケー
スのために、より強力でプログラム可
能なネットワークの構築
•	 重要アプリケーション向けに高い信頼
性を提供するための、企業変革と産
業デジタライゼーションのサポートお
よび促進

•	 新しい産業およびエンタープライズ
サービスのサポートを可能にするモバ
イルエッジ
•	 ネットワークエクスポージャーを通し
て、ネットワークと顧客アプリケーショ
ン間の迅速かつ容易な統合の実現
•	 新サービスの市場投入迅速化とアジリ
ティの向上

•	 4Gと 5Gで異なるコアネットワーク
アーキテクチャーを実行することから
生じるネットワークの複雑さと運用の
非効率性の軽減
•	 より効率的なネットワーク管理

新たなビジネスチャンス
複雑性の
軽減エンドユーザー体験の向上 ネットワーク効率化

ネットワークの
単純化

デバイスの
単純化

5Gカバレッジの拡大
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5Gは今や世界人口の
4分の1に対応

5Gは史上最速で普及しつつある移動通信技術で
あり、2027年には世界人口の約75%をカバーする
と予測されています。

世界の 4G人口カバー率は 2021年末
時点で約 85%であり、2027年には約
95%に達すると予測されています。現在、
世界中で 809の商用 4Gネットワークが展
開されています。そのうち 336は LTE-
Advancedにアップグレード済みで、54の
ギガビット LTEネットワークが商用展開さ
れています 1。

5Gの構築は継続中で、世界中で 210
以上のネットワークが商用化されています。
5G人口カバー率は 2021年末に約 25%
に達しました。これは 4Gの商用開始後の
人口カバー率 25%到達時より約 18ヶ月早
くなっています。

欧州のネットワーク停止の取り組み
通信事業者によるネットワーク停止への

取り組みは、世界各地で異なります。欧州
内でもで通信事業者によって取っている戦
略にいくつかの違いがあります。
スイスのある大手通信事業者は 2021

年に世界で初めて 2Gサービスを廃止した

イスと同等の寿命を持つ電子デバイスを主
にサポートしています。相当な量の周波数
帯が 4Gと 5Gに解放されることになるの
で、通信事業者にとって 3Gの廃止は大き
な価値がありますが、2Gの廃止はそれほ
どでもありません。周波数の観点から見る
と、2Gサービスはかなりの低コストで維持
可能です。最終的には、総所有コストを低
減するために稼働しているネットワーク世
代の数を削減する必要があります。

うちの一社であり、2025年までに 3Gサー
ビスを公式に終える予定です。ドイツで通
信技術を刷新する順番は典型的なパター
ンに従っています（図 22参照）。3Gネッ
トワークは昨年終了し、少なくとも一つの
通信事業者が 2025年に 2Gを終了すると
発表しています。
同様にチェコとノルウェーでも昨年いく

つかの 3Gが終了し、両国の通信事業者
は 2025年に 2Gを終了する計画です。英
国でも、2Gを終了する前に 3Gを終了す
る計画です。フランスでは、いくつかの通
信事業者が 2025年以降になってから 2G
か 3Gのいずれかを終了する計画を立てて
います。

2Gと 3Gの廃止予定が異なるのには、
いくつかの理由があります。IoTが GSMに
依存していることがその一つで、現在使用
されている多くのデバイスには 2Gモジュー
ルが組み込まれ、製品寿命が通常のセル
ラー接続デバイスよりもかなり長くなってい
ます。3Gにおける IoTは、モバイルデバ

図22 欧州における通信事業者の2Gおよび3Gの撤収計画 図23 通信技術ごとの世界の人口カバレッジ2

3GPP
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1 エリクソンとGSA（2022年5月）。
2 数字は各技術のカバレッジを示しています。各無線方式を利用できるかどうかは、デバイスの有無やサービス加入の可否などの要因に影響されます。

出典 Ericsson customer survey
対象 ヨーロッパ内の34の通信事業者
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図23 通信技術ごとの世界の人口カバレッジ2

特集記事
MTNは、5Gが社会とビジネスを一変する革
新プラットフォームであると考えています。通
信事業者が新しい働き方を通じて、サハラ以
南アフリカにおいてどのように5Gの機会を
捉えることができるかを解説します。

エッジコンピューティングの展開は、低遅延性
と帯域幅を必要とする5Gのユースケースを実
現するための鍵であり、企業のオンプレミスIT
リソースよりも低コストで実現できます。エッジ
コンピューティングは、通信事業者にとって、未
開拓の大きな成長の可能性を示すものです。

セルラーLPWAと4Gおよび5G技術へ
の移行は、IoT接続の力を解き放つこと
を可能にします。テリアの協力を得て、
ビジネス効率や持続可能性などの分
野におけるこれらの技術のプラスの影
響を調査しました。

デジタライゼーションの進展により5Gが注目を集
めるにつれて、ネットワークは脅威アクターにとっ
てより魅力的なターゲットになっています。脅威ア
クターの動機、機会、能力といった面から、5Gネッ
トワークをどのように守るかを探っていきます。

　5Gの展開はまだまだ完了していませんが、順調に進んでい
ます。産業界の多くの人は、5Gを活用して単なる「高速接続」
の提供以上のものを実現しようとしています。今回の記事では、
持続可能性の面での活用、IoTやエッジのような技術を活用し
て効率性を最大化してエキサイティングなユースケースの推進、
5Gをイノベーションの踏み台として利用、すべての地域のすべ
ての消費者と企業の機会を確実に獲得、といった側面、そして
このような成長の可能性が高まっている中で 5Gの安全性を確
保する方法について聞き取り、産業界が次に何がくると期待し
ているのかを調査しました。
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IoT接続の力を解き放つ

テリア社のパーパスは、接続された生活をより良くなるように立て直し、ビ
ジネス効率の向上に努めることです。セルラーLPWAと4Gおよび5G技術
への移行によりIoT接続の力を解き放ち、企業の業績と持続可能性を向上
させます。

5G標準の一部を構成するこれらの技術
は、産業界が 4Gと 5Gによるブロードバ
ンドやクリティカル IoTの採用へと移行す
る中で、2Gと3Gネットワークの後継とな
るものとして代替が進んでいます。

IoT デバイスの最新ネットワークへの移行
2Gおよび 3Gネットワークは、世界中

で段階的に廃止されていて、4Gおよび 5G
展開に向けた、無線周波数帯の再利用が
可能になっています。ネットワークを最新
の技術で刷新し、古い機器を取り替えるこ
とで、新たなビジネスチャンスを実現する
と同時に、大幅な省エネルギーを達成でき
ます。
セルラー接続デバイスの約 30%は未だ

に 2Gおよび 3Gネットワークを介して接続
しています。しかし企業は自社の IoTデバ
イスやサービスを、よりエネルギー効率が
高く、信頼性が高く、容量も大きい Cat-M
や NB-IoTネットワークに移行しようとして
います。欧州全体では、3Gネットワークの
停止は 2G停止の前に始まっていますが
（22ページの図 22参照）、その順番とス
ケジュールは国や通信事業者によって異な
ります。テリアは 2Gの前に 3Gネットワー
クを停止する予定で、3Gの停止はすでに
北欧とバルト海諸国のテリア市場で進行中
です。
世界的に見ると、2019年以降、2Gと

3Gを介して接続される IoTデバイスの数
は緩やかに減少しています。セルラー
LPWAとブロードバンド及びクリティカル
IoT（4Gおよび 5G）を合わせたセグメン
トの IoT接続数が、2020年に初めて 2G
および 3Gを上回りました。LPWA IoT技
術は、2027年には全セルラー IoT接続の
約 50%を占めると予測されています（13
ページの図 13参照）。

セルラー LPWA による IoT 接続距離の延
長

LPWA IoT技術は、総コストの削減、
長バッテリー寿命、遠隔地点での稼働を必
要とするソリューションをサポートします。
そのエネルギー効率は、決められた時間
間隔で少量のデータを送信し、送信と送信
の間は送信機の電源を切ることで実現しま
す。二つの異なるセルラー LPWA IoTネッ
トワーク技術である NB-IoTと Cat-Mは、
どちらも 5G標準に準拠し、前世代よりも
本質的により安全で、到達距離も長くなり
ます。たとえば Cat-Mは無線基地局から
100 kmまで、NB-IoTは 120 kmまで到達
可能です。到達距離拡張と高い浸透力によ
り、都市、遠隔地、沿岸部、海域、さら
には建物内部の奥深くや地下にあるセン
サーを、コスト効率よく接続することができ
ます。テリアは開発中に行ったいくつかの
試験で、NB-IoTが地下 80 mの深さに置
かれたデバイスに接続できることを示しま
した 2。 

企業のデジタライゼーションの力
この新しいデジタライゼーションの流れ

を受け入れる組織は、予測可能性向上と
管理能力拡大により、効率性の向上とコス
ト低減を実現できます。デジタライゼーショ
ンはまた、企業が独自のデータを生成する、
ソフトウェア企業になることを意味します。
企業はもはや分断されたバーティカル市場
の一部ではなく、データ中心に相互接続さ
れた、より広範なサービスのデジタルエコ
システムの一要素となるのです。

変化の岐路に
近年、北欧やバルト諸国のテリアネット

ワーク上のセルラー接続 IoTデバイスの数
は増え続けています。2021年は 44%増で、
2020年と比較して倍以上の成長となりま
した。この成長は、主に LPWA IoT技術で
あるNB-IoTとCat-Mに基づく大規模なス
マートメーターの展開によって加速してい
ます。さらに eUICC（embedded universal 
integrated circuit cards）1 の採用により、
複数のネットワークプロファイルのリモート
SIMプロビジョニングが可能になるため、
接続されたデバイスのグローバルな展開が
容易になりました。

NB-IoTおよび Cat-M技術は、バッテリ
寿命が長く、データスループット要求が低
い低コスト、低複雑性 IoTデバイスを接続
するのに理想的です。

1 �eUICCは、内蔵SIM（eSIM）に、複数のSIMプロファイルを対応させ、リモートでのプロビジョニングを可能とするソフトウェアです。
2 �テリアが顧客と共同で実施した試験において、NB-IoT接続は、地下80 mのコンクリートシェルターまで到達しました。
これは同じ試験で行った携帯電話の通話よりも60 m以上大きな値です。

主要な知見

•	 テリアは、2021 年に北欧とバルト
諸国のネットワーク上で、セルラー
接続 IoT デバイス数の伸び率が前
年比倍以上になる成長を経験しま
した。

•	 2023 年 に は 世 界 で セ ル ラ ー
LPWA 技術で接続された IoT デバ
イスの数が、2G ／ 3G で接続され
た IoT デバイスを上回ると予測さ
れます。

•	 セルラー LPWA IoT 技術によって
サポートされる新しいユースケース
は、さまざまな業界の企業の業績
と効率を向上させます。

特集記事
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たとえば、農業機械メーカーがトラク
ターに 300個以上の IoTセンサーを搭載
し、毎秒 15万回以上の測定を処理できる
ようになると、ビジネスとその価値創造に
変化がもたらされます。そうするとトラク
ターはデータ生成ユニットとなり、天気予
報、商品価格付け、作物収量予測などの
関連サービスのエコシステムの一部となり
ます。
さらに例を挙げると、IoT接続を利用す

る自動車メーカーは、もはや自動車を販
売するだけでなく、カープールサービスや
所有権の共有を可能にし、ドライバー、道
路、移動習慣、天気に関する情報さえも
収集し処理できます。消費者向け IoTサー
ビスのプロバイダーは、健康モニタリング、
ライフスタイル最適化、娯楽アプリによって、
消費者の健康とライフスタイルを改善しま
す。
企業は変革され、その新たな力は新た

な顧客価値と有料サービスに転換されま
す。すべての意思決定がリアルタイムデー
タに基づいて行われるため、内部プロセス
とコスト管理もより効果的になります。モ
ニタリングによって、反復的で後手となる
保守を減らすことができ、多くの現場訪問
や手作業が不要になり、CO2削減や化石
燃料自動車による汚染低減など、持続可
能性の向上に明確につながります。よりス
マートなエネルギーシステム、よりスマート
なグリッド、より良いモニタリングは、資源
のより効率的な利用を可能にします。
真のデータドリブンまたはデータネイ

ティブと呼べる企業は、技術、ビジネス上
の意思決定、持続可能性のすべての意思
決定において、データをその基盤にします。

地下に潜った IoT 接続で害虫駆除 
都市部が広がり、都市化が進むにつれ

て、地下では、ネズミなどの害獣が増えま
す。従来の害獣駆除には、毒物によるトラッ
プが利用されてきました。しかしこの方法

では、鳥やキツネ、ペットが地上で毒性の
あるネズミを食べることがあり、食物連鎖
に毒が混じります。
デンマークの害獣駆除会社が、倫理的

で毒性のないアプローチを可能にする新し
いデジタルトラップを開発しました。当初、
このソリューションでは 2G（GSMおよび
GPRS）を使用して接続していましたが、
排水溝の表面下の厚い鋼鉄製の覆いのた
め、トラップの 25%は全くネットワークに
接続できませんでした。レガシー接続から
NB-IoT技術に移行することで、接続成功
率は 75%から 100%に上昇しました。
NB-IoT技術は、地下深くのトラップに接続
するための性能要件を満たしており、到達
困難な場所での使用されたトラップの数、
保守の必要性、下水の氾濫に関する性能
監視と情報収集を可能にします。これによっ
てこの会社は、競争上の優位性を獲得しま
した。

IoT で危険な海をナビゲート
フィンランドとスウェーデンの群島を構

成する数十万の島々は、毎冬、猛烈な嵐
に見舞われます。航行標識が、海上交通
の安全をサポートするために広域に設置さ
れていますが、これらの標識は、壊れて設
置部から外れ、長い距離を浮遊することが
あります。これまで、地元の海事当局は、
毎年春になると、標識を見つけ元の正しい
場所に戻すため、リソースと燃料を消費す
る航行に出る必要がありました。
フィンランドを拠点とする高度な追跡お

よびセンサーソリューションの国際的なプ
ロバイダーがこの課題に取り組み、NB-IoT
を使ったトラッカーを開発し、フィンランド
諸島の 2万以上の航行標識に装備するこ
とを目指しています。NB-IoTは、広域に
及ぶ到達能力を持ち、一度のバッテリー充
電で最大 10年間動作可能なことから、到
達困難な海上航行標識のための理想的な
接続ソリューションです。航路標識を遠隔

で追跡することで航路がデジタライゼー
ションされ、コストや資源の節約、CO2排
出量の削減、海域の安全性の向上につな
がります。

ローミングの限界を排除
世界のMNE（multinational enterprises：

多国籍企業）は、さまざまな国や地域で
IoTデバイスを接続する必要があります。
MNEにとって、現地市場の通信事業者か
ら現地のソリューションを調達し、実装、
運営することは、技術的にもビジネス的に
も大きな課題です。
セルラーネットワーク機能を使用する

と、eUICCを介してデバイスの接続プロファ
イルを変更できます。SIMプロファイルは、
OTA（Over-The-Air）で変更可能であり、
各市場の法的要件を満たすために地域対
応ネットワークデバイスに変換するように
設定したり、許可されている場合はローミ
ングプロファイルを持つように設定したりで
きます。

図24 セルラーIoTの、2G・3G、4G・5G接続割合の比較

この記事は、北欧とバルト海諸国のよ
りデジタル化し持続可能な社会に革
新的なサービスを提供、スウェーデン
の市場をリードする通信事業者、テリ
アの協力で執筆されました。

出典： Ericsson Mobility Visualizer
注記： NB-IoTおよびCat-Mアクセス技術は、LPWA技術とも呼ばれます。

0%

40%

10%

50%

20%

60%

80%

30%

70%

90%

100%

2019 20232021 20252020 20242022 2026 2027

2Gおよび3GレガシーIoT 4Gおよび5G LPWA、ブロードバンドIoT、クリティカル

特集記事



25%

30%

15%

26 エリクソンモビリティレポート | 2022年6月特集記事

フィンランドを拠点とする産業用および
海洋ギアボックスならびにプロセス産業向
けドライブのメーカーは、40ヶ国にある
20万台のギアボックスの一部に対して、使
いやすくコスト効率に優れたモバイル接続
を確立する必要がありました。プロセス産
業の多くの重要なセグメントでは、中断の
ない稼働とコスト効率の高い保守を考慮し
た、最適化されたギアボックスが不可欠で
す。計画外の保守は、生産損失につなが
ります。
取り付けられたセンサーは、オイルの

品質、相対湿度、温度、ギアボックスの振
動、圧力、装置の清浄度などのデータを
測定します。プリインストールされた IoTデ
バイスは、プロセス制御システム、運用・

ダー、機械的な雑草除去のための自律
フィールドロボット、自動港湾運用などの
ユースケースをサポートしています。
通信事業者は、セルラー IoT技術の進

化によって、さまざまな業界の変革をサポー
トする独自の立場にあります。通信事業者
は、各種産業を真にデータドリブンで効率
的かつ持続可能なものとすることで、より
良い社会に向けてさらに貢献できるので
す。5Gと IoTが接続性を変革し、新たな
インテリジェンスを解き放つ中で、企業や
通信事業者の想像力以外にその可能性を
制約するものはありません。

保守担当者、機器メーカーなど、さまざま
な関係者に関連情報を送信しました。
eUICC SIMカードを使用することで、機器
の状態監視と、加入コスト予測が透過的と
なり、管理が容易になりました。

IoT で明日を変革
4Gおよび 5Gネットワークは今後も進

化を続け、データ速度の高速化、遅延の
低減、セキュリティの向上、非常に高い信
頼性によって、IoT接続機能がさらに強化
されます。4Gネットワークによってサポー
トされることで、企業はセルラー IoT技術
によって効率性と性能を向上させることが
できます。テリアの 5Gネットワークは現在、
遠隔制御による高揚程のホイールロー

業界：スマートユーティリティ
ソリューション：接続された照明
説明：2GベースのIoTからセルラーLPWA IoTへの移行。これにより、
低コストの測定と制御ユニットを機器に組み込むことが可能となり、
高度な照明ソリューションに対する需要の高まりに対応できます。
創出した価値：経済的に実現可能な接続性を低コストの機器に組み
込むことができます。広範囲にわたる照明の高度な調整による、エネ
ルギー不足への対応、エネルギー効率の向上。テリアが提供するコス
ト効率に優れたマネージドソリューション

持続可能性にプラスの影響を与えるテリアの企業IoTユースケース

業界セグメント：スマートユーティリティ
ソリューション：接続された電線 
説明：IoT接続によりグリッド所有者に、グリッドのさまざまな部分
の容量の可視化がリアルタイムで提供されます。これにより、風力
や太陽光などの付加エネルギーを、化石燃料などの従来の電源よ
りも優先的に利用できるようになります。
創出した価値：グリッドラインの容量が最大25%増加

業界：スマートユーティリティ
ソリューション：接続された給水栓
説明：データを収集し、水とエネルギーの消費を最適化するため、
病院やプールなどの公共環境における給水栓をデジタライゼー
ション。これにより建物の維持管理や建設計画が効率化されます。
創出した価値：公共建築物の水使用量を 30%削減

業界：スマート公共交通
ソリューション：接続されたバス
説明：IoT技術により、車両の位置、方向、状態が明確に示されます。
創出した価値：運転者と乗客の安全性を向上させ、燃料消費を最
大15%削減
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MTNの接続
プラットフォームの進化

特集記事

南アフリカのMTNグループは、その戦
略として「Ambition 2025」計画を定めて
います。これは、接続性が基盤となる
MTNの現在の市場での地位に基づいて構
築されていますが、新しい成長機会を獲得
し価値を提供するためのプラットフォーム
は徐々に拡大しています。この文脈におい
て市場を横断する 5Gネットワーク展開と
進化は、消費者、企業、産業、社会のた
めの新しいサービスを実現する重要な役割
を果たします。MTNにとって 5Gは、接続
性を提供するだけでなく、ビジネスと生活
のさまざまな側面を変革する能力を備えた
革新的なプラットフォームです。

データの接続性と利用ー収益増加の要因
サハラ以南のアフリカ地域では、接続

は依然として 3Gおよび 2G技術が主流で
あり、2021年末でも 4Gが携帯電話加入
契約数の約 20%を占める 1に過ぎません
が、市場全体でデータ接続とデジタルサー
ビスに対する需要が高まっています。MTN
は、中東とアフリカ地域の 18の市場で事
業を展開しながら、新たな成長機会を追
求しています。
継続的なネットワークの刷新とカバレッ

ジ の 拡 大 は、MTN の R3（Rapid Rural 
Rollout）プログラムに支えられており、新
規加入者は大幅に増加し、データ使用量
も増大しました。これにより、市場での価
格圧力にもかかわらず、データサービスの
収益は増加しました。南アフリカでは、
MTNネットワークのデータ量が大幅に増加
しました。これはインターネットを積極的
に利用している顧客の数が 12.5%増加し
たためで、2021年のモバイルデータトラ
フィックは 60%近く増加しました。プリペ
イド契約者一人あたりの平均モバイルデー
タトラフィックは 2.3 GBで、ポストペイドの
契約者は 10.3 GBでした。

MTNは、データが中期的な収益成長の
主要推進力であると考えています。データ
サービスの利用をさらに促進するための取
り組みには、データサービスのバンドル化、
セグメント化した価値提案、フリーミアム
データの開発と開始が含まれ、戦略的な
OTT（over-the-top）パートナーシップによっ
てサポートされます。

2025 年までの MTN の戦略的優先事項
MTNは、消費者、企業、産業セグメン

トへのサービス提供の進化と拡大のために
狙い定めた機会を実現するべく、4G技術
への投資を継続し、5Gの拡張を計画して
います。 MTNの戦略的優先事項は、接続
事業とプラットフォーム事業の成長を目的
とした 10の主要な技術戦略項目に支えら
れた戦略的フレームワーク「Ambition 
2025」で明確に示されています。いくつか

の最重要項目として、モバイルネットワー
クと固定ネットワーク全体でクラス最高の
ユビキタスアクセスを確保すること、ネット
ワークのリーダーシップと効率性を維持す
ること、インフラを収益化することがありま
す。その他の優先事項に、持続可能技術
への投資や、ゼロタッチのサービスアウェ
アなネットワークへの投資などがあります。
5Gネットワークは、「Ambition 2025」計
画を実現するための技術基盤を提供する
上で不可欠な役割を果たします。
ネットワークインフラの収益化には、ネッ

トワーク共用（全国ローミング、MOCN、
MORAN）を起点とするNaaS（network-as-
a-service）戦略と、新しい企業サービスを
構築するための APIを介したネットワーク
機能の公開を実現する 5Gネットワークス
ライシングが含まれます。もう一つのステッ
プとして、オンラインのサードパーティーを
通じて公開されるデータの収益化がありま
す。

4Gへの継続的な投資と5Gの拡大は、MTNの野望を実現する上で重要
な役割を果たすと期待されており、また、変化する市場の需要を満た
し、サハラ以南アフリカ地域の市場全体で、新しいユースケースの収益
化を可能にします。

主要な知見

•	 MTNは5Gを、接続性を提供するだ
けでなく、ビジネスと生活のさまざ
まな側面を変革することができるイ
ノベーションプラットフォームと見
なしています。

•	 従来のビジネスモデルや「物事の
進め方」は、通信事業者が5Gの機
会を収益化するのに十分ではあり
ません。革新的なビジネスモデル
とサービス価格設定を実現するに
は、ネットワークスライシングが必
要です。

•	 MTNの5G構築戦略は、新しいユー
スケースを収益化する可能性を最
適化するために、関連するテクノロ
ジー実現手段をタイムリーに導入
して、進化する市場の需要に対応す
ることをベースにしています。

1 Ericsson Mobility Visualizer.

この記事は、アフリカ最大のモバイル
ネットワーク事業者であるMTNの協
力により作成されました。MTNは、世
界で最も急速にモバイル通信が成長
している地域の一つである、アフリカ
と中東地区全域の18の市場の顧客
に様々な通信サービスを提供してい
ます。
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タイムリーな収益化のための 5G の構築
MTNの 5Gネットワーク構築戦略は、

新しいユースケースを収益化する可能性を
最適化するために、関連する技術的実現
手段をタイムリーに導入して、進化する市
場の需要に対応することを基本としていま
す。これまでのところ、5Gの加入者数の
増加は、5Gデバイスの普及とFWA（fixed 
wireless access）加入者数の増加の組み合
わせによってもたらされています。5G加入
者の平均モバイルデータ消費は 4G加入者
の約 2倍です。

MTNが現在販売促進している主要 5G
サービスは、モバイルブロードバンドと
FWAです。これらは消費者が意識しない
帯域幅や遅延ではなく、消費者のニーズに
関連した方法で、より良いユーザー体験を
主要な価値として提供することを主眼とし
ています。パンデミックの間に在宅勤務が
広まったことで、高速で質の高いブロード
バンドへの関心が高まりました。5G FWA
は、コスト効率に優れた家庭用ブロードバ
ンド代替ソリューションとして、FTTH（fiber 
to the home）と競合することになるでしょ
う。

企業における可能性
5Gによって、鉱業、製造業、ユーティ

リティ、農業など、さまざまな分野でさま
ざまな新しいサービスがもたらされるでしょ
う。MTNは、業務最適化のための 5G接
続の価値や低遅延性、新サービス導入に
関する情報を、企業顧客や産業バーティカ
ルと共有しています。新しいサービスの価
値を検証するために、専用のプライベート
ネットワークがすでに概念実証試験に導入
されています。採掘現場での AIベースの
顔認識システムは、評価中のサービスの一
例で、現在は 4Gがベースとなっています
が 5Gに進化する予定です。

MTNによると、5G技術で対応できるア
フリカ市場の主な新しい機会は、仮想教育、
産業オートメーション、遠隔医療、遠隔ヘ
ルスケア、スマートシティなどの分野に関
連しています。

ネットワークスライシングを可能にする
5G SAアーキテクチャーの導入は、消費者
と企業のユースケースの進化に伴って促進
されるでしょう。2023年と2024年の時間
枠における当初のターゲットは、消費者（高
度化モバイルブロードバンドおよび FWA）
となるでしょう。ハイエンドの産業アプリ
ケーションに不可欠な、クリティカルサー
ビ ス 向 け の URLLC（ultra-reliable low-
latency communications）や、5G時代のマッ
シブマシンタイプ通信（IoT）のユースケー
スも出現し始めており、次の段階で企業へ
の導入が進むでしょう。また OTTサービス
も、ユーザーの定着を促す重要なサービス
となるでしょう。

SAアーキテクチャーへ移行するための
課題は、どちらかといえば技術自体とは関
係がなく、むしろネット中立性に関する現
地市場の規制をどのように遵守しながら、
これらの新しいタイプのサービスを収益化
するかにあります。

図25：MTN のAmbition 2025 戦略的優先事項

10の主要な技術戦略項目

モバイル・固定を問わない
クラス最高のユビキタスアクセス

クラウドファーストで
オープンなインフラ

AIとMLによるリアルタイムの
洞察と意思決定

他社を引き離す差別化されたデジタル体験

統合インフラ コスト最適化

ゼロタッチのサービスアウェアネットワーク

セキュアなアーキテクチャー

自社インフラの収益化

持続可能なグリーン技術

最大かつ最も価値のある
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2 混合ARPU 98 R, Q3 2021.
3 Ericsson Mobility Visualizer.
4 2021 South Africa 5G Market Outlook Report from Africa Analysis, February 2021.

MTN の 5G 導入戦略
南アフリカの 5Gは始まったばかりです。

MTNは、同国内に約 3,500万人のモバイ
ル契約者を抱える大手通信事業者です。こ
のうち約 50%がモバイルデータのアクティ
ブユーザーです。ユーザー当たりの混合
ARPU（average revenue per user）2 は 約
6.30米ドルで、南アフリカの全通信事業者
の中で最も高くなっています。MTNは
2020年 6月に商用 5Gサービスを開始し、
2021年末までに 5G契約者は 20万人に
達しました。今後の継続的な 5G加入者数
の増加は、入手できる低価格 5Gスマート
フォンの範囲が広がった影響を強く受ける
でしょう。最近の周波数オークションで、
MTNは 3.5 GHz帯で 40 MHz、2.6 GHz帯
で 40 MHz、800 MHz 帯で 2×10 MHzと、
三つの周波数帯で 100MHzの周波数を獲
得しました。MTNは最初の 5Gネットワー
ク展開戦略として高価値の都市部とホット
スポットにフォーカスし、ミッドバンド 3.5 
GHz周波数（40 MHz帯域幅）の高品質
な 5G NR（New Radio）機器を大容量レイ
ヤーとして展開しています。最初にターゲッ
トとなるホットスポットには、大量のデータ
を利用する可能性が高い消費者にサービ
スを提供する主要な市場、大学所在地、
公共施設、住宅地が含まれます。

長期的には、700 MHz帯域のカバレッ
ジレイヤーによって、5Gカバレッジに関す
る規制要件が確実に満たされるはずです。
大きなトラフィック需要がある地域とFWA
サービスを展開する地域におけるハイバン
ドスペクトル（mmWave）の展開はより限
定的になるでしょう。5Gは一部の地域で、
4Gと5Gの両方を同じ帯域と無線機で展
開 で きる 技 術 で あ る DSS（dynamic 
spectrum sharing）を通じても提供されま
す。MTNは約 1,000の 5Gモバイルサイト
を展開しており、5Gの人口カバー率を、
2022年末までに 25%、2025年までに
60%とすることを目指しています。

MTNは 2025年～ 2026年に 3Gネット
ワークの停止を予定しており、4Gと5Gが
顧客に通信サービスを提供するための主
要な技術となります。サハラ以南アフリカ
では、2027年までに全モバイル加入契約
数の約 10%を 5G加入契約が占めるよう
になり 3、南アフリカがこの地域での普及
率をリードすると予想されています。現地
の市場調査によると、南アフリカの 5G契
約者数は 2025年までに 1,100万人に達す
ると予測されています 4。

戦略の実行 ー 新しい機会への対応
MTNは、従来のビジネスモデルや「物

事の進め方」では、新しい 5Gの機会を最
大限に活用するには不十分であることを認
識しています。5Gの能力を実際に活用す
るために、MTNは 5Gのビジョンとロード
マップをデジタルトランスフォーメーション
戦略と密接に結びつける必要があります。
革新的なビジネスモデルとサービス価格設
定を期待するなら、ネットワークスライシン
グを導入する必要があるでしょう。ネット
ワークスライスは必要に応じて作成され、
以前は専用の物理ネットワークでしか実現
できなかったある程度のカスタマイズによっ
て、個別に制御および運用されます。ネッ
トワークスライスを使うことで、専用のプラ
イベートネットワークと同様に、但しはる
かに簡単に、顧客をネットワークプラット
フォームに統合できます。また MTNの役
割を、クラウドやエッジサービス、オーケ
ストレーションやアプリケーションといった、
接続以外の領域のバリューチェーンに広げ
ることも可能となります。
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CSPエッジコンピューティングで
要件の厳しいユースケースを実現

エッジコンピューティングは、遅延要件が厳しく帯域幅を大量に消費す
る5Gのユースケースを実現するための鍵であり、CSP（Communications 
Service Providers）にとって大きな成長の可能性を秘めています。

没入型ユースケースの需要にとって、
ネットワーク、デバイス、アプリケーション
を含む新しいエコシステム開発が足かせと
なっていました。エコシステムが成熟する
につれて、エッジコンピューティングがもた
らす価値が、大規模なデータセンターが持
つコスト上の優位性に打ち勝つことが予想
されています。エリクソンの分析では、
CSPが、データセンターを実質的に下回る
年間コスト基準でエッジコンピューティング
を構築できることが明らかになっています。
企業は従来、自社独自の ITインフラに

基づいて自社のアプリケーションワーク
ロードをオンプレミスで実行することも、集
中化したデータセンターにホスティングする
こともできました。これらの導入オプション
には、コスト、制御、セキュリティ、規制
コンプライアンスなどの面で、いくつかの
基本的な違いがあります。

エッジコンピューティングは、データを
発生場所の近くで処理できるので、企業な
どが地域内のデータに関する規制や法律を
全面的に遵守する上でも有用です。

CSPは、既存のサイトからエンドユー
ザーまでの近接性を活用してエッジコン
ピューティングをセットアップし、サービス
として、企業のネットワークロードに低遅
延で高性能な IT機能を提供できます。企
業がオンプレミスの ITインフラを削減する
一つの方法として、たとえば「インフラレス」
のブランチオフィスを導入することが挙げら
れます。通信、画像処理、アナリティクス
から専門の企業向けサービスに至るまで、
すべてのオンプレミス ITアプリケーション
をネットワークエッジにホスティングできま
す。
接続性と並行してコンピューティング機

能を展開する際には、さまざまな課題に対
処する必要があります。スペース、電力、ネッ
トワーク容量の制約により、一部のサイト
へのリソースの追加に制限が生じる場合が
あります。もう一つの課題として、エッジ
サイトで使用される COTS（commercial 
off-the-shelf）ハードウェアの耐障害性の
低さが考えられます。CSPには、特に要求
の厳しいユースケースを実現するため、ク
リティカルな場所に連続的なカバレッジと
コンピューティング機能の両方を提供する
新しいサイトが必要になる場合もあります。

5Gの導入により、CSPのモバイルネッ
トワークは、要件の厳しい企業向けアプリ
ケーションを、ターゲット顧客の近くで実行
するための魅力的な提案が可能となりま
す。導入コスト分析によると、企業顧客に
エッジコンピューティングリソースをCSPが
提供するためのコストは、企業が同様の性
能、信頼性、データセキュリティを備えた
独自のインフラをオンプレミスで構築するの
に要するコストのほぼ半分であることがわ
かっています。

エッジに進出
エッジとは、企業の構内または CSPネッ

トワークにおける、地理的に離れた場所へ
のコンピューティングリソースとアプリケー
ションの分散を意味します。データが生成
され消費される場所の近くで、コンピュー
タリソースとストレージが提供されます。こ
れにより、高度なデータ処理機能を必要な
場所の近くに配置できるため、集中化した
データセンターに特有の遅延を削減できる
という大きなメリットがもたらされます。
エッジでのソフトウェア導入は、集中配備
に比べてコストが増加する一方で、性能、
信頼性、データセキュリティ、プライバシー
の向上、そして伝送ネットワークのコスト
および帯域幅の削減など、さまざまな機能
向上を実現します。
データは処理、分析、レンダリングのた

めにリモートサイトに移動する必要がない
ため、企業は信頼性高くデータスループッ
トを活用しながら、RTT（round trip times）
をミリ秒単位で短縮できます。企業のオン
プレミスのエッジコンピューティングは、よ
り集中化した場所でのサイバー攻撃や
DDOS（distributed denial-of-service）攻撃
からネットワークを切り離すのに有効です。
またエッジコンピューティングのセキュリ
ティとプライバシーの利点に加えて、デー
タが転送中に傍受されるリスクも軽減され
ます。

主要な知見
•	 新しい低遅延、広帯域幅の 5G の

ユースケースには、CSP エッジコ
ンピューティングで対応可能となる
新しい機能が必要です。

•	 CSP エッジコンピューティングリ
ソースの構築と運用のコストは、
大規模なデータセンターよりもわ
ずかに高くなりますが、企業のオン
プレミスのコンピューティングソ
リューションよりもはるかに低くな
ります。

•	 CSP モバイルネットワークのエッジ
にコンピューティングリソースを導
入すると、遅延時間の削減、性能
の向上、データセキュリティとプラ
イバシーの向上などの追加の利点
が得られます。
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エッジのコスト
コンピュータリソースをさまざまな規模

で展開するコストを比較するには、各資産
カテゴリーを償却年数で割って資本支出を
減価償却費に変換し、その結果得られる
減価償却費を年間の運用コストに加算し
て、年間のコスト構造のスナップショットを
作成します。たとえば電力および冷却シス
テムは 14年で減価償却しますが、COTS
サーバーは通常は 3年で減価償却します。

設備投資額には次のものが含まれます。
•	 サーバーの設備投資額は、主に COTS
サーバーと仮想化ソフトウェアのコストで
す。
•	 その他の設備投資額は、配電や冷却シ
ステムなどのコンポーネントのコストで
構成されます。

運用コストには次のものが含まれます。
•	 サーバーを稼働および冷却するために必
要な電力
•	 その他の運用コスト、主に運用保守
（O&M）コスト

一例として、スウェーデンの CSPのコン
ピューティングリソースコストを推定してみ
ました。エッジコンピューティングの初期
の展開は、最大 10 kWの電力容量を備え、
平均 8台のサーバーユニット（それぞれ四
つのコアを搭載）をホスティングする集約
サイトとします。約 8,000のアクセスサイト
と10のアクセスサイトあたり一つの集約サ
イトで、CSP所有のエッジサイトの企業ア
プリケーション用に 25,600（800サイト x 
サイトあたり8サーバー x サーバーあたり
4コア）の vCPU（virtual processor）容量

があります。設備投資は、エッジサービス
またはアプリケーションの信頼性要件を満
たすために必要な容量とエッジ・ハードウェ
ア・コンポーネントの冗長性に依存します。
地理的分散を活用して、単一障害点を回
避することでシステムの可用性を向上させ
ることもできます。サーバーの性能向上サ
イクルは他と比較して速いため、設備投資
をサーバー設備投資とその他の設備投資
に分けます。サーバーは通常 3年かけて
減価償却され、電力および冷却システムへ
の投資は 14年かけて減価償却されます。
平均 8台のサーバーによって、エッジコン
ピューティング機能を備えた集約サイトを
アップグレードすると、サーバーを稼働さ
せるために最大 1.6 MW（800サイト x サイ
トあたり8サーバー x サーバーあたり250 
W）を消費する可能性があります。電力効
率係数を 2と仮定すると、すべての集約サ
イトに電力を供給するには平均 3.2 MWの
電力が必要です。各集約サイトのコンピュー
ティングリソースのコストは、約 2万米ドル
と見積もられます。したがってエッジサイト
の必須コストは、ワットあたり10米ドル（2
万米ドル／（8サーバー x 250 W／サー
バー）となります。このコストは、大規模デー
タセンター構築に必要なワットあたりの必
須コストと非常に近くなっています。
運用コストは、電力コストとO&Mコス

トの合計です。本分析では、0.10～ 0.15
米ドル／ kWhの範囲に収まることを想定
しています。O&Mについては、分散エッジ
サーバーの運用と保守に必要なフルタイム
従業員のコストを想定しています。

vCPU-hourあたりの米ドル値に基づい
て、コンピューティングリソースのコストを
見積もり比較するために、四つのシナリオ

を設定しました。
•	 シナリオ 1は、自前の ITインフラでコン
ピューティングニーズを処理する中小企
業のコストを想定した基本ケースです。
•	 シナリオ 2は、大規模なデータセンター
でシナリオ 1と同じ容量を備えるための
コストの見積りです。
•	 シナリオ 3は、CSPネットワークにエッ
ジコンピューティングを導入することで、
上記の 2つのシナリオで想定した容量を
確保するケースです。
•	 シナリオ 4はシナリオ 3の拡張で、消費
電力を低減するための一連の対策を実
施するためのコストが追加されます。こ
れには再生可能エネルギーの使用、ピー
ク時のバッテリーと電力ストレージの動
的な使用、サーバーキャビネットの熱交
換器などの高度な冷却技術が含まれま
す。

個々のサイトの規模が小さいことから
O&M（その他の運用コスト）が多くを占め
るシナリオ 1を除くすべてのシナリオで、
サーバーへの設備投資が最も重要なパラ
メータです。シナリオ 3では、米ドル／
CPU時間において電力コストが二番目に
大きな要素です。このことは、シナリオ 4
の追加的なエネルギー効率化対策の重要
性につながります。エッジ展開に適したユー
スケースの支出見積もりでは、エッジコン
ピューティングのリソースコストは、大規模
な集中型リソースのコストよりも 10%高く
なるだけです。容量利用率が、エッジ資源
のコスト効率を高める上で最も重要なパラ
メータです。

図26 コンピューティングリソースの年間コスト見積もりの枠組み

米ドル／vCPU-hour2

サーバー

ネットワークスイッチ

PDU、PSU、冷却機能を
備えたエンクロージャー

バッテリー

電力
（PUEおよび使用率）

運用

保守

総設備投資額
（年間減価償却費）

年間総コスト
（米ドル／ワット年）1

総運用コスト（年間）

サーバー設備投資
（年間減価償却費）

他の設備投資
（年間減価償却費）

電気（年間）

その他の運用コスト
（年間）

1 USD／critical watt-yearは、年間の総コスト（減価償却費）を、既定のコンピューティング容量を供給するサーバーが必要とする電力（ワット）で割った値
2 �USD／vCPU時間: コンピューティングリソース費用の単位で、コンピューティングリソースの年間総コストを仮想プロセッサーの合計数で分割した値
これは代替実装のコストを比較するために受け入れられている指標です。
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図27 各シナリオにおけるコンピューティングリソースのコスト内訳（USD／vCPU時間）
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企業独自の
インフラ

CSPネットワークエッジ大規模データセンター 電力効率を改善した
CSPネットワークエッジ

CSPエッジインフラのリソースは、大規
模なデータセンターのリソースよりもわず
かにコストが高くなりますが、企業のオン
プレミスのコンピューティングソリューショ
ンより、はるかに低コストとなります。CSP
エッジインフラでは、エンタープライズアプ
リケーションに対する遅延と近接性も向上
します。
大規模な従来のデータセンターとCSP

ネットワークエッジのコストを比較する場
合、これらの代替案により、違ったユース
ケースを実現可能であることを考慮する必

要があります。 CSPが運用するるエッジに
は、高い位置精度、遅延の低減（ミリ秒
単位）、接続性の保証などの利点がありま
す。ただしエッジコンピューティングのイン
フラは、大規模なデータセンターに比べて
拡張性に限界があります。

CSPの短中期的なエッジの可能性は、
広範な企業分野を視野に入れる必要があ
ります。エッジコンピューティングは、たと
えばプライベート 5Gネットワーク、IoTプ
ラットフォーム、クラウドゲーム、XRの没
入型体験など、幅広いユースケースの実

現手段となります。長期的には、コンピュー
ティングがモバイルネットワークに深く統合
されれば、閉ループの産業用制御システム、
産業用ロボット、リアルタイム同期触覚
フィードバック（Internet of Senses）を備え
た拡張現実、自律走行車向けの自動協調
運転など、非常に要求の厳しいユースケー
スの機会が拡がる可能性があります。

CSPネットワーク上にエッジ
コンピューティングを構築す
ることで、大きななビジネス
機会が解き放たれます。
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脅威アクター : 動機、機会、能力
よく知られている「動機、機会、能力」

モデルは、脅威アクターの行動を分析する
のに有効な方法です。脅威アクターは、こ
れらの要素をすべて備えていなければ、リ
スクを引き起こすことはできません。
実際の例を見てみましょう。昨年、

LightBasinという脅威グループが公に確認
され、少なくとも 2016年から通信事業者
に対する標的型侵入をおこなっていたこと
が明らかになりました。このグループの起
源はまだ確認されていませんが、複数の
通信事業者でその存在が見つけ出された
ため、注目を集めています。

新しい展開
シナリオと
ユースケース

重要インフラと
ビジネスリスクの
増大 

拡大する脅威の中で5Gネット
ワークのセキュリティを確保

拡大する 5G の脅威の状況
5Gの導入と数十億台もの新しいデバイ

スの登場により、通信ネットワークが直面
している脅威の状況は大きく変化していま
す。ネットワークは、ビジネス、社会に不
可欠なアプリケーションのための重要なイ
ンフラとしての役割を果たします。その結
果として、脅威アクターが弱点を求めて常
に進化する動機付けとなっています。 

5G ネットワークの保護
デジタライゼーションの進展に伴い、個

人情報、企業機密情報、公共サービス情
報の価値と量が増加する中、セキュリティ
とプライバシーに関する法規制が拡大して
います。これは、リスク許容度の低下とサ
イバーセキュリティ環境の悪化の反動です。

規制当局は 5Gの重要性を認識してお
り、これらのネットワークを保護することが
極めて重要であると考えています。5Gの
脅威の状況を見ると、従来の ITとのコン
バージェンスにより、ITの脅威アクターが
同様の方法で通信ネットワークを攻撃でき
るようになったことで、前世代よりも複雑
化しています。またネットワークでは、自
動化のための AIや機械学習の活用が進む
とともに、サービスの区別や分離のための
ネットワークスライシングなど、新たな機
能の導入が進んでいます。AIをネットワー
クにおけるセキュリティ上の懸念に対応す
るために利用する可能性が広く検討されて
います。しかし、AI自体の安全性や透明
性を考慮することも重要です。エッジコン
ピューティングは、クラウドのリソースをア
クセスの近くに配置し、ミッションクリティ
カルで低遅延のアプリケーションを可能に
しますが、新たな課題ももたらします。

通信ネットワークへの攻撃が増加
脅威アクターの手口はますます巧妙に

なり、攻撃はより頻繁に行われるようになっ
てきています。米国のサイバーセキュリティ
企業である CrowdStrikeの調査により、標
的型侵入の影響を最も多く受ける業種が明
らかになりました 1。そのデータによると、
2020年 7月から 2021年 6月の間に最も
多く標的となったのは通信業界で、攻撃全
体の 40%を占めたのに対し、その次に標
的になった業界は 10%でした。このデー
タでは、通信関連企業と通信ネットワーク
への侵入を区別していないことに注意が必
要です。

「5Gは、自律走行車や遠隔医療から、
自動製造、スマートグリッド配電のよ
うな従来の重要なインフラの高度化
に至るまで、膨大な数の新しい重要
なサービスを強化することになりま
す。5Gのスコープを考えると、これ
らの重要なネットワークを保護するこ
との大切さは、これまで以上に高まっ
ています。」

米国サイバーセキュリティ・インフラ
ストラクチャ―セキュリティ庁

図28: 進化するセキュリティ環境

絶えず進化する
セキュリティ上の
脅威

規制要件 （GDPR
など） の拡充 

数十億台の
新しいデバイス 5G特有の課題

主要な知見
•	 5G ネットワークが実現する、より

高度なデジタライゼーションは、
国家インフラとして不可欠なものと
なりつつあります。その結果、脅
威アクターは高いモチベーション
で弱点を探そうとしています。

•	 共通の IT プラットフォームとの融
合やクラウドネイティブへの移行に
より、攻撃対象が拡大し、脅威ア
クターにとって新たな機会が生ま
れています。

•	 脅威アクターは、自らの活動を隠
すために様々な防御回避技術を用
いると同時に、標的や状況に特化
したマルウェアを構築する能力を
見せています。

•	 セキュアな 5G ネットワークの構築
には、標準化、開発、展開、運
用を通じた包括的なアプローチが
必要です。

1 CrowdStrike、“Threat Hunting Report”、(2021).

5Gは設計上、前世代よりも安全ですが、拡大し複雑化する脅威の中で展開、運
用されています。通信ネットワークが提供する高度な要件を伴う新しいユースケー
スは、攻撃の動機を高め、攻撃ベクトルを増やしています。これらの要因により、ネッ
トワークを保護する必要性が飛躍的に高まっています。



図29: 脅威アクターの動機

監視／スパイ
•	 個人データの取得
•	 盗聴
•	 位置情報追跡

金銭的利益
•	 個人データの販売
•	 アクセスの販売
•	 ランサムウェアと恐喝
•	 DDoSと恐喝
•	 暗号通貨のマイニング
•	 詐欺

混乱／妨害行為
•	 通信の阻害
•	 DDoS
•	 設備の破壊
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脅威アクターの動機は何か？
通信ネットワークを標的とする主な動機

は、監視／スパイ行為、金銭的利益、混
乱／妨害行為です。
近年、サイバーセキュリティの現場では、

金銭的利益を得るランサムウェアの展開が
最も多くなっています。より大きな報酬を
得るために、ランサムウェアの運用者は、
製造業界などで有名な企業にターゲットを
移しています。脅威アクターは、製造業界
は停止時間の許容範囲が狭いことから、
支払いを呑む傾向があることを知っていま
す。さまざまな業界のネットワークで 5Gの
利用が進む中、5Gネットワークを攻撃す
る動機は、関連する業界の視点から見る
必要があります。
また、個人データは常に高い関心を集

めています。スパイが狙うものの一つは、
通話メタデータ、特に CDR（Call Detail 
Records）です。つまり顧客の請求処理や

脅威アクターの機会拡大
5Gネットワークの新機能は多くの利点

をもたらし、新しいユースケースを可能に
します。しかし、この技術的な複雑さが、
脅威アクターにとっての新たな機会を生む
こともあります。
クラウドネイティブへの移行が進むと、

新しい概念、新しい展開方法、より複雑な
パートナーシップ構造が導入されます。こ
のトレンドに伴い実装が複雑化することで、
ベンダーと通信事業者の双方に新しいタイ
プの能力とスキルセットが求められます。
結果として弱点が露呈する設定ミスが発生
するリスクが高まっています。仮想化、クラ
ウドサービス、ネットワークスライスの脆弱
性は、権限のないリソースへのアクセスを
許容する可能性があり、大きな影響を与え
るリスクがあります。

カスタマーケアのシステムが主なターゲッ
トとなります。LightBasinが CDRを手に入
れるために BSS（Billing Support System）
をターゲットにしていることが確認されてい
ます。
通信ネットワークを標的とする動機のう

ち、最もまれなものが破壊です。こうした
攻撃はしばしばイデオロギーに根ざし、個
人、グループ、国家の思惑によって引き起
こされます。2022年第1四半期、欧州のネッ
トワークにおいて、現地のゲーマーがトー
ナメントに参加できないようにする標的型
攻撃やネットワーク全体を破壊するサイ
バー攻撃が多数発生し、重要サービスが
危険にさらされる事態が発生しました。
サイバー犯罪や国家レベルの脅威アク

ターが用いる手口の変化や、通信事業者
における ITプラットフォームの共通化の進
展により、攻撃の可能性は高まっています。



図30: 5Gのエンドユーザーを保護するには、四つの主要階層を含む包括的なアプローチが必要

電気通信標準化プロセス
•	 安全なプロトコル、アル

ゴリズム、ストレージ

ベンダー製品開発プロセス
•	 ハードウェアとソフトウェアコ

ンポーネント
•	 セキュアな開発プロセス
•	 バージョン管理と安全なソフト

ウェア更新

展開プロセス
•	 セキュリティと耐障害性を考慮

した堅牢なネットワーク設計
•	 セキュリティパラメータの設

定、強化

運用プロセス
•	 安全な運用手順（例：職務の

分離、最小権限の使用、ログ
の記録）

•	 セキュリティ性能の監視、脆弱
性の管理、攻撃の検出

•	 侵害後の対応と復旧
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5Gでは何十億というデバイスが接続さ
れますが、これらすべてのデバイスが十分
なセキュリティ保護を受けているわけでは
ありません。産業用 IoTに使用されるデバ
イスは、特定のタスクに最適化されている
ことが多く、コスト効率を重視した設計が
なされています。これらのデバイスの脆弱
性は、5Gネットワークや特定業界をター
ゲットにするために悪用される可能性があ
ります。そのため、ネットワーク側から機
器を保護する必要があります。公開された
インタフェースは、一般に攻撃の起点とな
ります。LightBasinは、通信事業者間の閉
じたネットワークである GRX（GPRS 
roaming exchange）の誤って公開されたイ
ンタフェースを介して、ターゲットネットワー
クにアクセスしました。
脅威アクターは、ターゲットへのアクセ

スに有効な認証情報を使用することが多く
なっています。脅威アクターは、人間の ID
を取得する従来のソーシャルエンジニアリ
ング技術に加えて、クラウドネイティブ展開
において必要とされるマシン IDの急増が
もたらす弱点を探しています。アカウントの
不正使用を防止し、検出するためには、
特権アカウントの管理と監視を伴う強力な
多要素認証が不可欠です。また、認証情
報の盗用や脆弱性の悪用による影響を抑
制することもできます。

脅威アクターの能力は？
脅威アクターには、標的型および特定

の状況に特化したマルウェアを構築する能
力があります。国家レベルの脅威アクター
は、日常的に優れた運用セキュリティを発
揮し、さまざまな防衛回避技術を駆使して
自らの活動を隠しているため、気付かれる
前に標的組織内を横方向に移動できます。
たとえば LightBasinは、活動後のログファ
イルの痕跡を丁寧に削除していました。
脅威アクターは、ICMPや HTTPなどの

正当なプロトコルを使って自分たちの通信
を通常のトラフィックに紛れ込ませようとし
ます。さらに LightBasinは、通信事業者
特有のプロトコルを使ってファイアウォール
を迂回し、見つからないようにしていまし
た。
通信業界では、独自プロトコルや専用

インフラからの脱却が進んでいるため、通
信ネットワークへの侵入は、必ずしもこう
した独自ネットワークやプロトコルに関す
る幅広い知識を要しません。通信ネットワー
クを標的とする脅威アクターは、公開され
ているエクスプロイトコードを利用して、繰
り返し脆弱性を悪用する手段をとるように
なってきています。

5Gの相互接続がより安全になったとし
ても、数年間は旧世代のネットワークが使
われるため、相互接続されたインタフェー
スを介した攻撃は続きます。さらに脅威ア
クターが防衛回避にますますフォーカスす
るため、攻撃がより複雑化し、検知が難し
くなると考えられます。

モバイルネットワークへの信頼が最も重要
モバイルネットワーク、特に 5Gに対す

る信頼は、デジタライゼーションの基盤で
す。3GPPとGSMAが信頼性を高めるため
に共同で定義した GSMA NESAS（Network 
Equipment Security Assurance Scheme）は、
セキュリティレベルの向上を促進する業界
共通のセキュリティ保証の枠組みを提供し
ています。NESASは、セキュアな製品開
発および製品ライフサイクルプロセスのた
めのセキュリティ要件と評価フレームワー
クを定義しています。また NESASはネット
ワーク機器のセキュリティ評価に、3GPP
で定義されたセキュリティテストケースを
使っています。さらにNESASは、ネットワー
クの安全性を確保するための他のメカニズ
ムと並行して使われることを意図しており、
特にネットワークのライフサイクル全体をカ
バーする適切なセキュリティポリシ一を確
実に実行することを目的としています。

3GPPの標準化により、4Gと比較して
セキュリティやプライバシーが大きく改善さ
れました。5Gは、既存のさまざまな不正
行為、加入者のプライバシー侵害や盗聴
の問題への耐性を前世代よりも高めること
を目的とした新しい機能に基づき設計され
ています。
通信業界は、たとえば通信事業者間の

相互接続ネットワークの保護、加入者識別
情報の暗号化と秘匿、ユーザー機器と基
地局間で送信されるユーザデータの改ざん
防止などに注力しています。また 5Gは、

API利用の認証と認可や、5Gネットワーク
機能間および機能への通信保護など、ゼ
ロトラスト機能を展開するための標準化さ
れた明確な方法を提供します。

今こそ通信ネットワークの積極的な防御を
ネットワークが新たな形態で利用され、

より多様なミッションクリティカルプロセス
を接続するようになったため、標準化され
た、そして規制ベースのセキュリティ対策
だけではもはや十分ではなくなりました。
今、通信ネットワークの積極的な防御も求
められています。
現在、通信業界全体が受け身の防御か

ら攻めの防御戦略への移行を加速させて
います。ネットワーク製品に組み込まれた
セキュリティは重要ですが、十分ではあり
ません。今日の通信ネットワークは進化す
べく構築されており、セキュリティも同じよ
うに進化しなければなりません。

5G ネットワークの保護
通信ネットワークの可用性と性能の価

値はこれまで以上に高まっており、悪意の
あるアクターにとって魅力的なターゲットと
なっています。強力なセキュリティ監視と自
動化、ID管理、効果的なインシデント対応、
堅実な事業継続計画などが、ネットワーク
の安全性を確保するために重要です。安全
な 5Gネットワークを構築するには、エンド
ユーザーを保護するために、個々の技術
分野に焦点を当てるのではなく、包括的な
アプローチが必要とされます。ネットワー
ク運用は、標準、製品開発プロセス、ネッ
トワーク展開と並んで、包括的なアプロー
チを可能にする四つの主要な階層の一つで
す。
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予測方法 
エリクソンは、自社の方針決定および 

計画立案、市場への情報発信の目的で、 
定期的に予測を行っています。モビリティ 
レポートで予測されているのは今後 6年間 
で、毎年 11月にレポートが公開されるご
と に、1年先の期間までが含められます。
加入契約数およびトラフィック 予測のベー
スラインは、顧客ネットワーク 内での測定
結果を含む、エリクソン社内の データで裏
付けられた各種のソースの過 去のデータ
に基づいています。将来の展開 は、マク
ロ経済の動向、ユーザーの動向、 市場の
成熟度、技術的な進歩に基づいて 推定さ
れます。その他のソースとして、業界 アナ
リストのレポートや、社内での推定と 分析
が使用されます。 基礎的なデータが変更
された場合、過 去のデータは改定される
場合があります。 たとえば、通信事業者
のレポートで加入契 約数が更新された場
合などです。

モバイル加入契約数
モバイル加入契約数には、すべてのモ

バ イル通信技術が含まれます。加入契約
は、 携帯電話端末とネットワークが対応可
能な 最も高度な技術によるものによって定
義さ れています。技術ごとのモバイル加入
契約 数に関する調査結果では、加入契約
が、使 用可能なうち最も高度で有効な技
術に従っ て分類されています。LTE（4G）
加入契約にはほ とんどの場合、3G
（WCDMA ／ HSPA） およ び 2G（GSM、
または一部の市場では CDMA） ネットワー
クにアクセスする加入契約が含 まれる可
能性もあります。3GPP Release 15 に規定
された NRをサポートし、5G対応ネッ ト
ワークに接続されているデバイスに関す る
ものが、5G加入契約数とカウントされて 
います。 モ バ イルブロ ードバ ンドに は、
H S P A （ 3 G）、 L T E （ 4 G）、 5 G、
CDMA2000 EV-DO、TD-SCDMA、モバイ
ルWiMAX などの無 線アクセス技 術が含
まれて います。HSPA なしの WCDMA およ
び GPRS／ EDGEは含まれていません。

FWAとは、モバイルネットワーク対応
の 顧客端末（CPE）を通してブロードバン
ドア クセスを提供する接続と定義されてい
ま す。これには屋内（デスクトップおよび
窓据 え付け型）と屋外（屋上および壁面
据え付 け型）の両方の CPEが含まれます
が、携帯 型の充電式Wi-Fiルーターやド
ングルは含 まれません。

数値の端数処理
数値は端数処理を行っているので、数

値 データの総計が実際の総計とわずかに
異 なることがあります。主要な数値表で
は、加 入契約数は 10万単位に四捨五入
されてい ます。ただし、記事のハイライト
で使用する 場合は通常、加入契約数を 10
億単位、また は小数第 1位まで表記しま
す。CAGRは基礎 となる端数処理前の数
値から計算され、そ の後で 1%単位の数
値に四捨五入されます。 トラフィック量は、
有効数字 2桁で表現されます

加入者
加入契約数と加入者数の間には、大き 

な差があります。これは、多くの加入者は 
複数の加入契約を結んでいるためです。理 
由として、通話の種類ごとに最適な加入契 
約数を使用してトラフィックのコストを削 減
する、カバレッジを最大化する、モバイル 
PC／タブレットと携帯電話に別の加入契 
約数を使用する、などが考えられます。さ
ら に、非アクティブな加入契約が通信事業
者 のデータベースから削除されるまでに
は 時間を要します。結果として、加入契約
の普 及率は 100%を超える可能性があり、
今日 の多くの国では実際に 100%を超え
ていま す。しかし、一部の発展途上地域
では、複数 のユーザーで一つの加入契約
数を共有、た とえば家族やコミュニティで
電話を共有し ていることが普通となってい
ます。

モバイルネットワークトラフィック
エリクソンは、世界の主要な地域すべ

て をカバーする、100を超える稼働中の
ネット ワークにおいて、定期的にトラフィッ
ク測定 を実施しています。これらの測定結
果から、 全世界の合計モバイルトラフィック
を計算 するための代表的な基礎が得られ
ます。モ バイルネットワークデータトラフィッ
クには FWAサービスによって発生するトラ
フィック も含みます。モバイルデータトラ
フィックが どのように進化するかを把握す
るため、一 部の商用ネットワークにおいて
は、より詳細 な測定を行っています。これ
らの測定結果 には、加入者のデータは含
まれません。世 界および地域別のエリクソ
ン・モビリティ・ レポートのデータ・トラ
フィック予測は、すべ てのネットワークに
おける 1ヶ月間の推定ト ラフィック量を表
しています。トラフィックの 多い地域のトラ
フィック（スループット）は、 平均的なトラ
フィックよりもはるかに高くなります。

人口カバレッジ
人口カバレッジの推定には、各地域の

人 口データベースと、人口密度に基づい
た地 理的な分布が使用されます。その後
で、 設 置 ベ ース の RBS（Radio Base 
Station：無線 基地局）上の独自データに、
六つの人口密 度の各カテゴリー（都市か
ら人の住まない 場所まで）の RBSごとの
推定カバレッジを 加えてまとめます。この
データに基づき、あ る特定の無線技術で
カバーされる各エリア の割合を、そのエリ
アが占める人口比率と ともに推定できま
す。こうした地域データを 集計することに
より、無線技術ごとの世界 の人口カバレッ
ジを算出できます。

免責事項
本文書の内容は、いくつかの理論に依

存 し、仮定に基づいています。エリクソン
は、 本文書に記載されている声明、表明、
約束、 あるいは不記載に関して何ら責任を
負うも のではありません。さらに、エリク
ソンはい つでも、独自の裁量で本文書の
内容を変更 することができ、そのような変
更の結果につ いて何ら責任を負うもので
はありません。

調査方法

予測方法 モバイル加入契約数 加入者 人口カバレッジ数値の端数処理
モバイルデータ

トラフィック

エリクソンモビリティビジュアライザー 
エリクソンの新しいインタラクティブなウェブアプリケーション で、
モビリティレポートの実績データと予測データをご活用くださ い。
モバイル加入契約、モバイルブロードバンドの加入契約、モバイ ル
データトラフィック、アプリケーションの種類別トラフィック、VoLTE 
統計、デバイスごとの月間データ使用量、IoTコネクティッドデバイス 
の予測など、幅広いデータタイプを網羅しています。出典元としてエ 
リクソンの名前を明示すれば、データの外部利用や、図の出版物へ 
の流用を行うことができます。

詳細情報   
QRコードをスキャンするか 
www.ericsson.com/mobility-report
をご覧ください。
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用語

2G: 2nd generation mobile networks 
（GSM, CDMA 1x）

3CC: Three component carrier

3G: 3rd generation mobile networks 
（WCDMA／HSPA, TD-SCDMA, CDMA  

EV-DO, Mobile WiMAX）

3GPP: 3rd Generation Partnership Project

4G: 4th generation mobile networks  
（LTE, LTE-A）

4K: In video, a horizontal display 
resolution of approximately 4,000 pixels.  
A resolution of 3840 × 2160 （4K UHD） is 
used in television and consumer media.  
In the movie projection industry, 
4096 × 2160 （DCI 4K） is dominant

5G: 5th generation mobile networks  
（IMT-2020）

AI: Artificial intelligence

AR: Augmented reality. An interactive 
experience of a real-world environment 
whereby the objects that reside in the  
real world are “augmented” by  
computer-generated information

ARPU: Average revenue per user

CAGR: Compound annual growth rate

Cat-M1: A 3GPP standardized low-power 
wide-area （LPWA） cellular technology  
for IoT connectivity

CDMA: Code-division multiple access

dB: In radio transmission, a decibel is a 
logarithmic unit that can be used to sum 
up total signal gains or losses from a 
transmitter to a receiver

EB: Exabyte, 1018 bytes

EN-DC: EUTRA-NR Dual connectivity

FDD: Frequency division duplex 

FWA: Fixed wireless access

GB: Gigabyte, 109 bytes

Gbps: Gigabits per second

GHz: Gigahertz, 109 hertz  
（unit of frequency）

GSA: Global mobile Suppliers Association 

GSM: Global System for  
Mobile Communications

GSMA: GSM Association

HSPA: High speed packet access

Kbps: Kilobits per second

LTE: Long-Term Evolution 

MB: Megabyte, 106 bytes 

Mbps: Megabits per second

MHz: Megahertz, 106 hertz  
（unit of frequency）

MIMO: Multiple Input Multiple Output 
is the use of multiple transmitters and 
receivers （multiple antennas） on wireless 
devices for improved performance

mmWave: Millimeter waves are radio 
frequency waves in the extremely high 
frequency range （30–300GHz） with 
wavelengths between 10mm and 1mm.  
In a 5G context, millimeter waves refer  
to frequencies between 24 and 71GHz  

（the two frequency ranges 26GHz and 
28GHz are included in millimeter range  
by convention）

Mobile broadband: Mobile data service 
using radio access technologies including 
5G, LTE, HSPA, CDMA2000 EV-DO,  
Mobile WiMAX and TD-SCDMA

Mobile PC: Defined as laptop or desktop  
PC devices with built-in cellular modem  
or external USB dongle 

Mobile router: A device with a cellular 
network connection to the internet and  
Wi-Fi or Ethernet connection to one or 
several clients （such as PCs or tablets）

MOCN: Multi-operator core network

MORAN: Multi-operator Radio  
Access Network

MR: Mixed reality. Immersive technology 
in which elements from both the real 
world and a virtual environment are fully 
interactive with each other

NB-IoT: A 3GPP standardized low-power 
wide-area （LPWA） cellular technology for 
IoT connectivity 

NR: New Radio as defined  
by 3GPP Release 15

NR-DC: NR-NR Dual connectivity

PB: Petabyte, 1015 bytes

SA: Standalone

Short-range IoT: Segment that largely 
consists of devices connected by 
unlicensed radio technologies, with  
a typical range of up to 100 meters,  
such as Wi-Fi, Bluetooth and Zigbee

Sunsetting: The process of closing down 
older mobile technologies

TD-SCDMA: Time division-synchronous 
code-division multiple access

TDD: Time division duplex

VoIP: Voice over IP （Internet Protocol）

VoLTE: Voice over LTE as defined by  
GSMA IR.92 specification 

VR: Virtual reality

WCDMA: Wideband code-division  
multiple access

Wide-area IoT: Segment made up  
of devices using cellular connections  
or unlicensed low-power technologies  
like Sigfox and LoRa

XR: Extended reality. An umbrella category 
for virtual or combined real／virtual 
environments, which includes AR,  
VR and MR
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主要データ

モバイル加入契約数 2020 2021
予測値 
2027

CAGR*  
2021–2027 単位

全世界のモバイル加入契約数 7,990 8,230 9,050 2% 100万
• �スマートフォン加入契約数 5,950 6,340 7,840 4% 100万
• �モバイルPC、タブレット、モバイルルーター

の加入契約数 260 290 540 11% 100万
• �モバイルブロードバンドの加入契約数 6,490 6,900 8,400 3% 100万
• �モバイル加入契約数、GSM／EDGEのみ 1,380 1,200 510 -13% 100万
• �モバイル加入契約数、WCDMA／HSPA 1,700 1,530 690 -13% 100万
• �モバイル加入契約数、LTE 4,700 4,910 3,470 -6% 100万
• �モバイル加入契約数、5G 161 550 4,370 41% 100万
• �固定無線アクセス接続 72 88 230 17% 100万
固定ブロードバンド接続 1,250 1,320 1,650 4% 100万
モバイルデータトラフィック
• �スマートフォン1台ごとのデータトラフィック 9.3 12 40 22% GB／月
• �モバイルPC 1台ごとのデータトラフィック 16 17 26 7% GB／月
• �タブレット1台ごとのデータトラフィック 8.1 9.4 22 15% GB／月

データトラフィック合計**
モバイルデータトラフィック 49 67 282 27% EB／月
• �スマートフォン 48 65 276 27% EB／月
• �モバイルPCおよびルーター 0.5 0.6 2.4 24% EB／月
• �タブレット 1.1 1.3 4.1 21% EB／月
固定無線アクセス 9.2 16 86 32% EB／月
モバイルネットワークトラフィックの合計 58 84 368 29% EB／月
固定データトラフィックの合計 170 220 550 17% EB／月

世界の主要データ

モバイル加入契約数 2020 2021
予測値 
2027

CAGR*  
2021–2027 単位

北米 380 390 440 2% 100万
中南米 670 710 790 2% 100万
西欧 510 520 530 0% 100万
中欧および東欧 560 570 580 0% 100万
北東アジア 2,060 2,140 2,300 1% 100万

中国1 1,610 1,660 1,750 1% 100万
東南アジアおよびオセアニア 1,140 1,170 1,250 1% 100万
インド、ネパール、ブータン 1,130 1,140 1,270 2% 100万
中東および北アフリカ 710 740 830 2% 100万

湾岸協力会議（GCC）2 75 76 82 1% 100万
サハラ以南のアフリカ 830 840 1,060 4% 100万

地域の主要データ

スマートフォン加入契約数 2020 2021
予測値 
2027

CAGR*  
2021–2027 単位

北米 310 320 350 1% 100万
中南米 520 560 660 3% 100万
西欧 410 410 440 1% 100万
中欧および東欧 390 410 440 1% 100万
北東アジア 1,860 1,960 2,230 2% 100万

中国1 1,470 1,530 1,670 1% 100万
東南アジアおよびオセアニア 850 930 1,140 3% 100万
インド、ネパール、ブータン 740 800 1,190 7% 100万
中東および北アフリカ 420 460 620 5% 100万

GCC2 61 63 72 2% 100万
サハラ以南のアフリカ 450 490 790 8% 100万
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地域の主要データ

スマートフォン1台ごとのデータトラフィック 2020 2021
予測 
2027

CAGR*  
2021–2027 単位

北米 12 15 52 24% GB／月
中南米 5.8 7.9 34 28% GB／月
西欧 11 15 52 23% GB／月
中欧および東欧 7.6 10 32 22% GB／月
北東アジア 11 14 43 22% GB／月

中国1 11 14 44 22% GB／月
東南アジアおよびオセアニア 7.0 9.4 45 30% GB／月
インド、ネパール、ブータン 16 20 50 16% GB／月
中東および北アフリカ 7.5 10 45 28% GB／月

GCC2 18 22 50 15% GB／月
サハラ以南のアフリカ 2.2 2.9 11 25% GB／月

モバイルデータトラフィック 2020 2021
予測 
2027

CAGR*  
2021–2027 単位

北米 3.9 4.8 19 26% EB／月
中南米 2.5 3.7 19 31% EB／月
西欧 4.2 5.8 20 24% EB／月
中欧および東欧 2.3 3.2 11 23% EB／月
北東アジア 18 24 87 24% EB／月

中国1 15 20 68 23% EB／月
東南アジアおよびオセアニア 5.3 7.8 46 35% EB／月
インド、ネパール、ブータン 9.5 13 49 27% EB／月
中東および北アフリカ 2.7 4 23 34% EB／月

GCC2 0.9 1.1 2.8 17% EB／月
サハラ以南のアフリカ 0.9 1.2 7.5 35% EB／月

5Gの加入契約数 2020 2021
予測 
2027

CAGR*  
2021–2027 単位

北米 14 79 400 31% 100万
中南米 1 5 270 N／A 100万
西欧 5 31 440 56% 100万
中欧および東欧 0 2 190 N／A 100万
北東アジア 135 410 1,710 27% 100万

中国1 117 357 1,410 26% 100万
東南アジアおよびオセアニア 3 15 570 N／A 100万
インド、ネパール、ブータン 0 0 500 N／A 100万
中東および北アフリカ 1 10 190 N／A 100万

GCC2 1 6 65 47% 100万
サハラ以南のアフリカ 0 3 100 N／A 100万

LTEの加入契約数 2020 2021
予測 
2027

CAGR*  
2021–2027 単位

北米 340 290 40 -28% 100万
中南米 400 470 390 -3% 100万
西欧 390 420 90 -22% 100万
中欧および東欧 300 350 360 0% 100万
北東アジア 1,770 1,600 560 -16% 100万

中国1 1,370 1,210 310 -20% 100万
東南アジアおよびオセアニア 470 570 580 0% 100万
インド、ネパール、ブータン 690 780 700 -2% 100万
中東および北アフリカ 220 270 440 9% 100万

GCC2 60 61 12 -23% 100万
サハラ以南のアフリカ 128 160 300 11% 100万

*	 CAGRは、四捨五入しない数値で算出しています。 
** 	�数値は端数処理（調査方法を参照）を行っているので、数値データの総計が実際の総計とわずかに異なることがあります。

1 これらの数値は、北東アジアの数値にも含まれています。
2 これらの数値は、中東および北アフリカの数値にも含まれています。

主要データ
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